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ユーザーの皆様へ 

 

本マニュアルに記載された全ての情報、ドキュメンテーション、および製品仕様は、製造元であ

る ATEN International により、予告無く改変されることがあります。製造元 ATEN International は、

製品および本ドキュメントに関して、品質・機能・商品性および特定の目的に対する適合性につい

て、法定上の、明示的または黙示的であるかを問わず、いかなる保証もいたしません。 

 

弊社製品は一般的なコンピューターのメインフレームおよびインターフェースの操作・運用・管理

を目的として設計・製造されております。高度な動作信頼性と安全性が求められる用途、例えば軍

事使用、大規模輸送システムや交通インフラの制御、原子力発電所、セキュリティシステム、放送

システム、医療システム等における可用性への要求を必ずしも満たすものではございません。 

 

キーボード、マウス、モニター、コンピューター等、弊社製品に接続されるクライアントデバイスは、

それぞれベンダの独自技術によって開発・ 製造されております。そのため、これらの異なるデバイ

スを接続した結果、予期できない機器同士の相性問題が発生する可能性があります。 また、機器

の併用により、それぞれオリジナルで持つ機能を全て発揮できない可能性があります。異なる環

境・異なる機器の組み合わせにより、機能面での使用制限が必要になる可能性があります。 

 

本製品および付属のソフトウェア、ドキュメントの使用によって発生した装置の破損・データの損

失等の損害に関して、直接的・間接的・特殊な事例・付帯的または必然的であるかを問わず、弊社

の損害賠償責任は本製品の代金相当額を超えないものとします。 

 

製品をお使いになる際には、製品仕様に沿った適切な環境、特に電源仕様についてはご注意

のうえ、正しくお使いください。 
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ATEN ジャパン製品保証規定 

 

弊社の規定する標準製品保証は、定められた期間内に発生した製品の不具合に対して、すべ

てを無条件で保証するものではありません。製品保証を受けるためには、この『製品保証規定』お

よびユーザーマニュアルをお読みになり、記載された使用法および使用上の各種注意をお守りく

ださい。 
また製品保証期間内であっても、次に挙げる例に該当する場合は製品保証の適用外となり、有

償による修理対応といたしますのでご留意ください。 

 

◆使用上の誤りによるもの 

◆ 製品ご購入後の輸送中に発生した事故等によるもの 

◆ ユーザーの手による修理または故意の改造が加えられたもの 

◆ 購入日の証明ができず、製品に貼付されている銘板のシリアルナンバーも確認できないもの 

◆ 車両、船舶、鉄道、航空機などに搭載されたもの 

◆ 火災、地震、水害、落雷、その他天変地異、公害、戦争、テロリズム等の予期しない災害によっ

て故障、破損したもの 

◆ 日本国外で使用されたもの 

◆ 日本国外で購入されたもの 

 

【製品保証手順】 

弊社の製品保証規定に従いユーザーが保証を申請する場合は、大変お手数ですが、以下の手

順に従って弊社宛に連絡を行ってください。 

（1）不具合の確認 

製品に不具合の疑いが発見された場合は、購入した販売店または弊社サポート窓口に連絡の

上、製品の状態を確認してください。 この際、不具合の確認のため動作検証のご協力をお願いす

ることがあります。 

（2）本規定に基づく製品保証のご依頼 

（1）に従い確認した結果、製品に不具合が認められた場合は、本規定に基づき製品保証対応を

行います。製品保証対応のご依頼をされる場合は、RMA 申請フォームの必要項目にご記入の上、

『お客様の製品購入日が証明できる書類』を用意して、購入した販売店までご連絡ください。販売

店が不明な場合は、弊社までお問い合わせください。 

（3）製品の発送 

不具合製品の発送は宅配便などの送付状の控えが残る方法で送付してください。 
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【製品保証期間】 

製品保証期間は通常製品/液晶ディスプレイ搭載製品で異なります。詳細は下記をご覧ください。 

   

①通常製品 

製品納品日～30 日 初期不良、新品交換※1 

31 日～3 年間 無償修理 

3 年以上 有償修理※2 

②型番 CL からはじまる

LCD 搭載製品のみ 

製品納品日～30 日 初期不良、新品交換※1 

31 日～2 年間 無償修理 

3 年目以降 有償修理※2 

 

※1…製品購入日から 30 日以内に確認された不具合は初期不良とし、新品交換を行います。初

期不良の場合の送料は往復弊社にて負担いたします。 

※2…有償修理の金額は別途製品を購入された販売店までお問い合わせください。 

※ケーブル類、その他レールキット等のアクセサリ類は初期不良の際の新品交換のみ、承ります。 

※EOL (生産終了)が確定した製品については、初期不良であっても無償修理対応とさせていただ

きます。また EOL 製品の修理に関して、上記無償修理期間中であっても、部材調達の都合等によ

り修理不可になる可能性がございます。そのような場合には、機能同等品による良品交換のご対

応となる可能性がございます。また、EOL 製品の型番や、修理可否、後継機種については、随時

情報更新を行っておりますので、弊社 Web ページにて最新情報をご確認ください。 

※製品保証期間の延長や故障時の代替品などの保証オプションについては、弊社 Web ページを

ご確認ください。 

 

【補足】 

・本規定は ATEN 製品に限り適用します。 

・ケーブル類は初期不良対応に準じます。 

・初期不良による新品交換の場合は、ATEN より発送した代替品の到着後、5 営業日以内に不具

合品を弊社宛に返却してください。返却の予定期日が守られない場合は弊社から督促を行います

が、それにも係わらず不具合品が返却されない場合は、代替機相当代金を販売代理店経由でご

請求いたします。 

・ラベルの汚損や剥がれなどにより製品のシリアルナンバーが確認できない場合は、すべて有償修

理とさせていただきます。 
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【免責事項】 

1. 弊社製品は映像関連システムやコンピューターのメインフレームおよびインターフェースの操

作・運用・管理を目的として設計・製造されております。しかし、使用環境等によってはその機能が

制限されることがあります。弊社では、ご購入前に弊社製品をお試しいただける「評価機貸出サー

ビス」を、無償でご提供しております。評価機貸出サービスに関するお問い合わせは、弊社代理店

または弊社 Web サイト（http://www.aten.com/jp/ja/）内の「お問い合わせ」フォームをご利用くださ

い。 

2. キーボード、マウス、モニター、コンピューター等、弊社製品に接続されるクライアントデバイスは、

それぞれベンダの独自技術によって開発・製造されております。そのため、これらの異なるデバイス

を接続した結果、予期できない機器同士の相性問題が発生する可能性があります。また、機器の

併用により、それぞれオリジナルで持つ機能を全て発揮できない可能性があります。異なる環境・

異なる機器の組み合わせにより、機能面での使用制限が必要になる可能性があります。 

3. 他社製品のKVMスイッチ、キーボード・マウスコンバーター、キーボード・マウスエミュレーター、

KVM エクステンダー等との組み合わせはサポート対象外となりますが、お客様で自己検証の上で

あれば、使用を制限するものではありません。 

4. 製品に対しての保証は、日本国内で使用されている場合のみ対象とさせて頂きます。 

5. 製品やサービスについてご不明な点がある場合は、弊社技術部門までお問い合わせください。 
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製品についてのお問い合わせ 

 

製品の仕様や使い方についてのお問い合わせは、下記窓口または製品をお買い上げになった

販売店までご連絡ください。 

購入前のお問い合わせ 

 

ATEN ジャパン株式会社 営業部 

TEL：03-5615-5810 

MAIL:sales@atenjapan.jp 

購入後のお問い合わせ 

 

ATEN ジャパン株式会社 技術部 

TEL ：03-5615-5811 

MAIL :support@atenjapan.jp 
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EMC 情報 

 

FCC（連邦通信委員会）電波干渉声明 

本製品は、FCC（米国連邦通信委員会）規則の Part15 に準拠したデジタル装置 Class A の

制限事項を満たして設計され、検査されています。この制限事項は、商業目的の使用におい

て、有害な障害が発生しないよう、基準に沿った保護を提供する為のものです。この操作マニ

ュアルに従わずに使用した場合、本製品から発生するラジオ周波数により、他の通信機器に影

響を与える可能性があります。また、本製品を一般住宅地域で使用した場合、有害な電波障害

を引き起こす可能性もあります。その際には、ユーザーご自身の負担で、その障害を取り除い

てください。 

 

本製品は、FCC（米国連邦通信委員会）規則の Part15 のデジタル装置 Class A の規定に

準拠しています。動作は次の 2 つの条件を前提としています。(1)本製品による有害な干渉を発

生しない。(2)本製品は、予想外の動作を引き起こす可能性のある干渉を含め、受信した干渉

をすべて受け入れる。 

 

FCC による注意：本コンプライアンスに対する責任者による明確な承認を得ていない変更または改

良を行った場合は、ユーザーの本装置を操作する権利を無効とします。 

 

CE による警告：本製品をご家庭で使用した場合、電波干渉を引き起こす可能性があります。 

 

提案：FCC および CE 規格を確実に順守するために、STP ケーブルを使用するようにしてください。 

 

 

 

RoHS 

 

本製品は『電気・電子機器に含まれる特定有害物質の使用制限に関する欧州議会及び理事会

指令』、通称 RoHS 指令に準拠しております。 
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SJ/T 11364-2006 
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安全にお使い頂くために 

 

全般 

◆ 本製品は、屋内での使用に限ります。 

◆ 製品に同梱されるドキュメントは全てお読みください。またドキュメント類は全て保存してくださ

い。また、弊社 Web サイトに掲載のオンラインユーザーマニュアルもご確認ください。 

◆ 製品に関する注意・説明に従って取り扱ってください。 

◆ 落下による事故・製品の破損を防ぐため、設置場所は不安定な面（台車、簡易的なスタンドや

テーブル等）を避けるようにしてください。 

◆ 製品が水に濡れるおそれのあるような場所で使用しないでください。 

◆ 製品は熱源の近く、またはその熱源の上などで使用しないでください。 

◆ 製品のケースには必要に応じて通気口が設けられています。通気口のある製品は、安定した

運用を行うため、また製品の過熱を防ぐために、開口部を塞いだり覆ったりしないでください。 

◆ 製品をベッドやソファ、ラグなどの柔らかいものの上に置かないでください。開口部が塞がれ、

適切な通気が確保できずに製品が過熱するおそれがあります。 

◆ 製品にいかなる液体もかからないようにしてください。 

◆ 電源プラグを電源コンセントから抜く場合は、乾いた雑巾でプラグ周りのホコリを掃除してくださ

い。液体やスプレー式のクリーナーは使用しないでください。 

◆ 製品はラベルに記載されたタイプの電源に接続して運用してください。電源タイプについて不

明な場合は、購入された販売店もしくは電気事業者にお問い合わせください。 

◆ お使いの装置への損傷を避けるためにも、すべての装置を適切に接地するようにしてくださ

い。 

◆ 製品付属の電源ケーブルは安全のために 3 ピンタイプのプラグを使用しています。電源コン

セントの形状が異なりプラグを接続できない場合には電気事業者に問い合わせて適切に処置

してください。アース極を無理に使用できない状態にしないでください。使用される国/地域の

電源形状に従ってください。 

◆ 電源コードやケーブルの上に物を置かないでください。人が通行するような場所を避けて電源

コードを設置してください。 

◆ 電源の延長コードや電源タップを使用する場合は、合計容量とコードまたはタップの仕様が適

合していることを確認してください。電源コンセントにつながれている製品全ての合計アンペア

数は 15 アンペアを超えないようにしてください。 

◆ 突然の供給電力不安定や電力過剰・電力不足からお使いのシステムを守るために、サージサ

プレッサー、ラインコンディショナー、または無停電電源装置（UPS）をご使用ください。 

◆ システムケーブルや電源ケーブルは丁寧に取り扱ってください。これらのケーブル類の上には



7 

 

何も置かないようにしてください。 

◆ 危険な電源ポイントへの接触やショートによって、発火したり感電したりするおそれがあります

ので、キャビネットの空きスロット等に押し込まないようにしてください。 

◆ 装置をご自身で修理せず、ご不明な点がございましたら技術サポートまでご相談ください。 

◆ 下記の現象が発生した場合、コンセントからはずして技術サポートに修理を依頼してください。 

 電源コードが破損した。 

 装置の上に液体をこぼした。 

 装置が雨や水にぬれた。 

 装置を誤って落下させた、ないしはキャビネットが破損した。 

 装置の動作に異変が見られる。（修理が必要です） 

 製品マニュアルに従って操作しているにもかかわらず、正常に動作しない。 

◆ 修理が必要となる故障が発生するおそれがありますので、製品マニュアルに従って操作してく

ださい。 

◆ 「UPGRADE」と書かれた RJ-11 コネクターを公衆通信網に接続しないようにしてください。 

◆ 電気回路が過負荷状態に陥らないようにしてください。電気機器を回路に接続する前に、電源

の上限を把握しておき、これを超えないように注意してください。回路の電気仕様を常に見直

して、危険な条件を生じさせていないかどうか、また、すでに危険な条件がそろっていないかど

うかを確認してください。電気回路の過負荷は火災や機器破損の原因となります。 

◆ 本製品をスタッキングする場合、ラックにロックする場合、フレームにネジ止めする場合やその

他類似の方法で設置を行う場合には、製品を確実に固定するための安全装置が追加で必要

になることがあります。 

◆ 本製品は固定させて使用するように設計されているため、通常の動作中には動かさないように

してください。 

◆ カテゴリ 5e/6 ケーブルは、電気ケーブル、変圧器、照明器具といった電波障害の発生源とな

りうる物から、できるだけ遠ざけて配線するようにしてください。また、これらのケーブルは、電線

用導管に接続したり、電灯設備の上に置いたりしないようにしてください。 
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ラックマウント 

◆ ラックでの作業を始める前に、スタビライザーがラックに固定され床に接していること、また、ラッ

ク全体が安定した場所に置かれていることを確認してください。作業する前に、シングルラック

にフロントとサイドのスタビライザーを取り付けるか、結合された複数のラックにフロントスタビライ

ザーを取り付けてください。 

◆ ラックには下から上に向かって、一番重いアイテムから順番に取り付けてください。 

◆ デバイスを拡張する前にラックが水平で安定していることを確認してください。 

◆ ラックに供給する AC 電源の分岐回路が過剰供給にならないようご注意ください。ラック全体の

電源負荷は分岐回路の 80％を越えないように設定する必要があります。 

◆ ラックにマウントされたデバイスは、電源タップも含め、すべて正しく接地されていることを確認

してください。 

◆ ラックへの通気を十分に確保してください。 

◆ 本製品で定められている保管温度を超えないように、ラックが設置されている場所の室温を調

節してください。 

◆ ラックに設置されているデバイスが動作している際に、デバイスを踏んだりデバイスによじ登っ

たりしないでください。 
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同梱品 

 

KH1508A/KH1516A/KH1532A 製品パッケージには下記のアイテムが同梱されています。 

 

 KH1508A/KH1516A/KH1532A 8/16/32 ポート カテゴリ 5e KVM スイッチ ×1 

 電源ケーブル    ×1 

 ファームウェアアップグレードケーブル ×1 

 クイックスタートガイド*   ×1 

 ラックマウントキット   ×1 

 フットパッド(4pcs)   ×1 

 

上記のアイテムがそろっているかご確認ください。万が一、欠品または破損品があった場合は

お買い上げになった販売店までご連絡ください。 

 

本ユーザーマニュアルをよくお読みいただき、正しい使用法により、本製品および接続する機

器を安全にお使いください。 

 

* 本マニュアルの公開後に、製品仕様が追加される場合があります。最新版は弊社 Web サ

イトにアクセスしてご確認ください。 
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本マニュアルについて 

 

このユーザーマニュアルは、KH1508A/KH1516A/KH1532A に関する情報や使用法につい

て説明しており、取り付け・セットアップ方法、操作方法のすべてを提供します。 

マニュアル構成は下記のようになっています。 

 

第1章 はじめに：KH1508A/KH1516A/KH1532A を紹介します。特長、機能の概要および製

品各部名称について説明します。 

 

第2章 セットアップ：基本的なハードウェアセットアップから、デイジーチェーン接続による拡張

方法まで、作業に必要になる手順について説明します。 

 

第3章 基本操作：KH1508A/KH1516A/KH1532A の機能概要および操作方法について説明

します。 

 

第4章 OSD 操作：KH1508A/KH1516A/KH1532A の OSD（オンスクリーンディスプレイ）の詳

細内容、および操作方法について説明します。 

 

第5章 ホットキー操作：KH1508A/KH1516A/KH1532A のホットキー操作に関する機能概要、

および操作手順について説明します。 

 

第6章 キーボードエミュレーション：Mac キーボード・Sun キーボードの各エミュレーションにつ

いて対応表を用いて説明します。 

 

第7章 ファームウェアアップグレードユーティリティー：お使いの

KH1508A/KH1516A/KH1532A のファームウェアを最新のバージョンにアップグレード

する方法について説明します。 

 

付録   製品の仕様および関連する技術情報や操作方法について説明します。 
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マニュアル表記について 

 

 

[   ] 

 

入力するキーを示します。例えば[Enter]はエンターキーを押します。複数

のキーを同時に押す場合は、[Ctrl] + [Alt]のように表記してあります。 

 

1. 

 

番号が付けられている場合は、番号に従って操作を行ってください。 

 

◆ 

 

◆印は情報を示しますが、作業の手順を意味するものではありません。 

 

→ 

 

矢印は操作の手順を示します。例えば Start → Run はスタートメニューを

開き、Run を選択することを意味します。 

 
重要な情報を示しています。 

 

 

※本マニュアルに記載されている商品名・会社名等は、各社の商標ならびに登録商標です。 
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第 1 章 

はじめに 
 

概要 

 

 KH1508A/KH1516A/KH1532A は、IT 管理者が 1 箇所の PS/2 または USB コンソール(キー

ボード、モニター、マウス)から複数のコンピューターにアクセス・管理できる KVM スイッチです。

製品単体で 8 台(KH1508A)/16 台(KH1516A)/32 台（KH1532A）のコンピューターを操作するこ

とができます。 

 

 31 台のユニットを増設することで、最大 1024 台のコンピューターを KVM コンソールから操作

することができます。製品の自動認識機能によって、デイジーチェーン接続の機器構成におけ

るステーションの位置を認識できるため、ステーション位置を手動で設定する手間が省けます。

また、各ステーションの位置はフロントパネルの 7 セグメント LED で簡単に確認することができま

す。 

 

 コンパクトで高密度な RJ-45 コネクターとカテゴリ 5/6e ケーブルによる配線方法は、場所を取

らないため、設置作業を効率的に行うことができます。また、PS/2 や USB に対応したコンピュー

ターモジュールでコンピューターと製品本体を接続しますので、様々な OS やインターフェース

が混在するコンピューター環境でもコンソールの集約が可能です。 

 

 KH1508A/KH1516A/KH1532A のセットアップに必要となる作業は、ケーブルを正しく接続す

るだけですので、簡単で時間もかかりません。KH1508A/KH1516A/KH1532A はキーボードや

マウスの入力信号をダイレクトに転送しますので、ソフトウェアの設定や複雑なメンテナンス作業

は不要です。 

 

 製品に接続されたコンピューターへのアクセスは、フロントパネルのポート選択ボタン、キーボ

ードからのホットキー、また、強力な OSD(オンスクリーンディスプレイ)メニューのいずれかを操作

することで簡単に実現できます。便利なオートスキャン機能は、選択されたコンピューターの画

面を一台ずつ自動的に切り替えて表示します。 

 

 お使いの KH1508A/KH1516A/KH1532A は、弊社 Web サイトからファームウェアアップグレー
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ドファイルをダウンロードし、ファームウェアを常に最新の状態に保てます。 

 

 KH1508A/KH1516A/KH1532A の導入によって、作業時間の短縮やコストの削減が期待でき

ます。KH1508A/KH1516A/KH1532A は 1 カ所のコンソールから製品配下のコンピューターを

操作することができますので、コンソールをコンピューター毎に揃える必要がなくなります。また、

スペース効率が高く、光熱費のコストダウンにも大きく貢献し、操作するコンピューターに合わせ

て作業場所を移動する必要がなくなるといったメリットもあります。 
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特長とメリット 

 

KH1508A/KH1516A/KH1532A の特長と、本製品の導入によってもたらされるメリットは下表

のとおりです。 

 

特長 メリット 

セットアップや操作が簡単 

プラグ＆プレイが可能で、ソフトウェア不要。ケーブルの接続

だけでセットアップは完了。ステーション位置を自動認識。コン

ピューターは、フロントパネルのプッシュボタン、ホットキー、多

言語対応 OSD(オンスクリーンディスプレイ)のいずれかを使っ

て選択可能。 

シングルコンソールコントロー

ル 

1 箇所の PS/2・USB KVM コンソール(キーボード、モニター、

マ ウ ス ) か ら 、 8 台 (KH1508A)/16 台 (KH1516A)/32 台

（KH1532A）のコンピューターへのアクセス・操作が可能。 

拡張性 

本体に最大 31 台の KH1508A/KH1516A/KH1532A をデイジ

ーチェーン接続することで、最大 1024 台のコンピューターを 1

台目のステーションに接続されたコンソールから操作可能。サ

ーバー毎にデバイスを購入する費用を節約。 

セットアップが簡単 
必要なケーブルの接続だけでセットアップが可能。ソフトウェア

のセットアップや、互換性・設定関連の問題も軽減。 

操作が簡単 

ポート切替は、手動(フロントパネルのプッシュボタン操作)、ホ

ットキー、多言語対応 OSD(オンスクリーンディスプレイ)から操

作可能。 

対応キーボード言語 – 英語(US/UK)、フランス語、ドイツ語(ド

イツ/スイス)、日本語、韓国語、中国語(繁体字) 

ハードウェアに依存しない 

マルチプラットフォーム対応 

対応 OS – Windows 2000/XP/Vista/7、Linux、Unix、Novell、

FreeBSD、Sun、Mac 

カテゴリ 5e/6 ケーブルを本体

RJ-45 ポートに接続して配線 

ネットワーク設備が整った環境であれば導入が可能。また、省

スペースであるためシステムラックに 1U サイズでマウント可

能。カテゴリ 5e/6 ケーブルによる配線でケーブルの占有スペ

ースも削減されデータセンターに最適。 

（表は次のページに続きます） 
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特長 メリット 

サーバーやデバイスへの接続

にはコンピューターモジュー

ルを使用 

インターフェースや OS が混在した環境でもコンソールが集約

できるように、機器の接続には個々のインターフェースに適し

たコンピューターモジュールを使用。 

このコンピューターモジュールは、PS/2、USB、シリアルの各イ

ンターフェースに対応しているため、データセンターで使用さ

れているサーバーやデバイスも集約可能。 

2 段階のユーザーレベル 

アドミニストレーター1 名、ユーザー10 名のプロフィールを作

成可能。パスワードによって保護されているため、大事なデー

タを不正なアクセスから守ることが可能。 

ファームウェアアップグレード

対応 

弊社ダウンロードサイトから最新のファームウェアアップグレー

ドファイルをダウンロードし、付属のファームウェアアップグレー

ドユーティリティーを使ってアップグレードすることで最新の機

能が利用可能。 

簡単アップグレード 

デイジーチェーン接続された KVM スイッチやドングルにも、

デイジーチェーンケーブルを介してファームウェアを同時にア

ップグレード。 

オートスキャンおよびブロード

キャストモード 

オートスキャンの実行時には、手動で切替操作を行うことなく、

選択したデバイスを任意のインターバルで自動的に切替。ま

た、ブロードキャストモードでは、コンソールから全コンピュータ

ーにコマンドを一斉送信 - ソフトウェアのインストール、アップ

グレード、シャットダウンといった操作を同時に実行可能。 

解像度 

1,920×1,200@60Hz の解像度で最大 30m、1,600×

1,200@60Hz の解像度で最大 40m、そして 1,280×

1,024@75Hz の解像度で最大 50m*まで、それぞれ延長可能。 

* コンピューターモジュール KA7xxx シリーズを使用した場合 

マルチユーザーアカウント 
最大 10 名のユーザーと、1 名のアドミニストレーターを作成可

能。 

モジュール ID 保存機能 

コンピューターモジュール KA7xxx シリーズを使用した場合

は、モジュール ID を自動的に認識。この機能に対応したコン

ピューターモジュールを使用することで、モジュールを別のポ

ートに付け替えた場合でも、モジュールの設定変更は不要。 

デバイス ID と属性はモジュール内部に保存されるため、ポー

トをホットスワップしても属性の再設定は不要。 
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システム要件 

 

コンソール 

◆ お使いのコンピューターの解像度に適した、VGA、SVGA またはマルチスキャンに対応した

モニター 

◆ PS/2 または USB マウス 

◆ PS/2 または USB キーボード 

 

コンピューター 

 KH1508A/KH1516A/KH1532A の KVM ポートに接続しているコンピューターには下記のハー

ドウェア環境が必要です。 

 

◆ VGA、SVGA、またはマルチシンクポート 

◆ USB タイプ A ポートおよび USB ホストコントローラー(USB タイプのコンピューターモジュー

ルで接続した場合。後のセクションを参照) 

- または - 

◆ ミニ DIN6 ピンキーボードおよびマウスポート(PS/2 タイプのコンピューターモジュールで接

続した場合。後のセクションを参照) 
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コンピューターモジュール 

◆ KH1508A/KH1516A/KH1532A とコンピューターモジュールの接続には、カテゴリ 5e/6 ケ

ーブルが必要です。 

◆ KH1508A/KH1516A/KH1532A とサーバーの接続には、下記のコンピューターモジュール

が必要です。 

 

 

製品画像 機能 型番 コネクター仕様 

 

VGA・PS/2 コンソール

ポートを持つコンピュ

ーターとの接続に使

用 

KA7120/KA7520 

KA9120/KA9520 

ミニ DIN6 ピン オス 

ミニ DIN6 ピン オス 

モニター用 D-sub15 ピン オス 

 

VGA・PS/2 コンソール

ポートを持つコンピュ

ーターとの接続に使

用（ケーブル長 5m) 

KA7920 

ミニ DIN6 ピン オス 

ミニ DIN6 ピン オス 

D-sub15 ピン オス 

 

VGA・USB タイプコン

ソールポートを持つコ

ンピューターとの接続

に使用 

KA7170※1/KA7570 

KA9170/KA9570 

USB タイプ A オス 

D-sub15 ピン オス 

 

VGA・USB タイプコン

ソールポートを持つコ

ンピューターとの接続

に使用（ケーブル長

5m） 

KA7970 
USB タイプ A オス 

D-sub15 ピン オス 

 

Sun 13W3 コンソール

ポートを持つ Sun コン

ピューターとの接続に

使用 

KA7130/KA9130 
ミニ DIN8 ピン オス 

13W3 オス 

 

シリアル対応 KA9140 DB-9 ピン メス 

（表は次のページに続きます） 
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製品画像 機能 型番 コネクター仕様 

 

DVI-D・USB コンソー

ルポートを持つコンピ

ューターとの接続に使

用（バーチャルメディア

&スマートカードリーダ

ー対応） 

KA7166 
DVI-D オス 

USB タイプ A オス×2 

 

HDMI・USB コンソール

ポートを持つコンピュ

ーターとの接続に使用

（バーチャルメディア&

スマートカードリーダー

対応） 

KA7168 
HDMI オス 

USB タイプ A オス×2 

 

DisplayPort・USB コン

ソールポートを持つコ

ンピューターとの接続

に使用（バーチャルメ

ディア&スマートカード

リーダー対応） 

KA7169 
DisplayPort オス×1 

USB タイプ A オス×2 

 

注意： 1. Oracle 社 SPARC(Sun)にも対応しています。 

2. 一部のダイアログでは、コンピューターモジュールが「I/O モジュール」という名称

で表記されています。 

3. 以下のコンピューターモジュールがモジュール ID 機能に対応しています：

KA7166/KA7168/KA7169/KA7920/KA7970/KA7520/KA7570/KA7120/ 

KA7130/KA7170 
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OS 

 本製品に対応している OS は下表のとおりです。 

 

OS バージョン 

Windows NT1、2000、XP、Server 2003、Server 2008、Vista 

Linux2 Red Hat 9.0、Fedora 以降、RHEL AS 4、RHEL 5 

SuSE 10 以降、OpenSUSE 10.2、SLES 10 SP1 

Debian 3.1、4.0 

Ubuntu 7.04、7.10 

UNIX IBM AIX4.3、5L(V5.2、V5.3)、V6(V6.1) 

FreeBSD 5.5、6.1、6.2 

Novell Netware 5.0 以降 

Sun Solaris 8、9、10 

Mac 9.0、9.1．10.1、10.2、10.3、10.4、10.5 

DOS 6.2 以降 1 

 

1 USB をサポートしていません。 

2 2.6 以前のカーネルでは USB2.0 をサポートしていません。 
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製品各部名称 

 

フロントパネル 

KH1508A 

 
 

KH1516A 

 

 

KH1532A 
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No. 名称 説明 

1 

ポート選択ボタン ◆ KVM 操作を行う場合は、そのポートに対応したプッ

シュボタンを押してください。 

◆ ボタン 1 と 2 を同時に 3 秒以上長押しすると、キー

ボードとマウスをリセットします。 

◆ KH1508A の場合はボタン 7 と 8 を、KH1516A の場

合はボタン 15 と 16 を、また KH1532A の場合はボ

タン 31 と 32 をそれぞれ同時に押すと、オートスキャ

ンモードを開始します(オートスキャンの詳細につい

ては、p.53「F7：SCAN」を参照)。 

2 

ポート LED ポート選択ボタンにはポート LED が内蔵されています。

左側の LED はオンライン LED、右側の LED は選択ポー

ト LED です。 

◆ ポートに接続されたコンピューターが電源 ON で稼

働中の場合は、そのポートに対応したオンライン

LED がグリーンに点灯します。 

◆ ポートに接続されたコンピューターで KVM 操作が

選択されている場合は、そのポートに対応した選択

LED がオレンジに点灯します。この LED は通常の

操作時には点灯状態を保ちますが、オートスキャン

モードでアクセスされている場合には点灯します(オ

ートスキャンの詳細については、p.53「F7：SCAN」を

参照)。 

3 

リセットスイッチ このスイッチを押すとシステムリセットを実行します。 

注意：このスイッチはピンホール型になっていますので、

クリップやボールペンの先等、先のとがったもので押して

ください。 

4 

ファームウェアアップグレー

ドリカバリースイッチ 

通常の操作時やファームウェアアップグレードを実行す

る際には、このスイッチは「NORMAL」の位置に合わせて

おく必要があります。ファームウェアアップグレード操作

が正常に終了しなかった場合は、このスイッチを使って

ファームウェアアップグレードのリカバリーを行います。詳

細については、p.74「ファームウェアアップグレードリカバ

リー」をご参照ください。 

（表は次のページに続きます） 
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No. 名称 説明 

5 

ファームウェアアップグレー

ドポート 

ファームウェアアップグレードデータを管理者のコンピュ

ーターから KH1508A/KH1516A/KH1532A に転送する

ファームウェアアップグレードケーブルは、この RJ-11 コ

ネクターに接続します(p.68 参照)。 

6 
電源 LED KH1508A/KH1516A/KH1532A に電源が入り、操作が

可能な状態になるとこの LED が点灯します。 

7 

ステーション ID LED KH1508A/KH1516A/KH1532A のステーション ID はここ

に表示されます。製品を単体で使用する場合（p.28 参

照）、または、デイジーチェーン接続の構成の 1 台目の

ステーションとして使用する場合（p.32 参照）、このユニッ

トには「01」のステーション ID が付番されます。 

デイジーチェーン接続の構成で使用する場合は、

KH1508A/KH1516A/KH1532A はその構成における位

置を自動認識し、ステーション ID を表示します（詳細は

p.37「ポート ID の割り当て」参照）。 
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リアパネル 

KH1508A 

 

 

KH1516A 

 

 

KH1532A 
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No. 名称 説明 

1 
電源ソケット AC 電源と接続する電源ケーブルをこのソケットに接続し

ます。 

2 
電源スイッチ KH1508A/KH1516A/KH1532A の電源を ON/OFFにす

る標準的なロッカースイッチです。 

3 

デイジーチェーンポート ユニットをデイジーチェーン接続(p.32「デイジーチェーン

接続」参照)する際には、デイジーチェーンケーブルをこ

こに接続します。左側のポートは「Chain In」ポートで、右

側のポートは「Chain Out」ポートです。 

4 
グランドターミナル 製品を接地する際に使用する接地線はここに接続しま

す。 

5 

コンソールポート 製品を単体で使用する場合、もしくはデイジーチェーン

接続の機器構成における最初のステーションとして使用

する場合は、ローカルコンソールとして使用するキーボ

ード、モニター、マウスをここに接続します。コンソールと

して使用するキーボードとマウスは、PS/2 または USB タ

イプのものであれば、どのような組み合わせで使うことも

できます。 

6 
KVM ポートセクション コンピューターモジュールに接続するカテゴリ 5e/6 ケー

ブル(片側はコンピューターに接続)をここに接続します。 
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第 2 章 

ハードウェアセットアップ 
 

概要 

 

PS/2、USB、シリアルの各種インターフェースが混在した環境でも便利で柔軟にお使い頂ける

ように、KH1508A/KH1516A/KH1532A は、KVM スイッチ本体と接続デバイスの間にコンピュー

ターモジュールと呼ばれるデバイスで接続します。 

 

 このコンピューターモジュールは、接続するコンピューターやデバイス毎に必要となります。対

応コンピューターモジュールは p.17 の「コンピューターモジュール」に掲載されています。お使

いの環境に適したコンピューターモジュールをお探しの場合は、弊社代理店までお問い合わせ

ください。 

 

作業を始める前に 

 

 

1. 機器の設置に際し重要な情報を p.6 に記載しています。作業の前に、必ず

目を通してください。 

2. 今から接続する装置すべての電源が OFF になっていることを確認してくだ

さい。キーボード起動機能がついている場合は、コンピューターの電源ケー

ブルも抜いてください。 
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デバイスの卓上設置とラックマウント 

 

 製品は卓上に置いたり、ラックにマウントしたりして使用することができます。以下のセクション

では製品の卓上設置とラックマウントの方法について説明します。 

 

注意： 1. 機器への通気を確保するために、製品の両側面は 5.1cm 以上の空間を、ま

た、背面は配線のスペースを考慮して 12.7cm 以上の空間を、それぞれ設ける

ようにしてください。 

2. 標準ラックマウントキットにはネジやケージナットが同梱されていません。これら

が必要な場合には、代理店までご連絡ください。 

 

卓上設置 

本体と接続されるケーブルの重量に耐えられる安定した水平な場所であれば、製品を設置する

ことが可能です。セットアップを開始する前に、製品の表面に汚れや傷がないこと、また、排気口を

さえぎるものや KVM スイッチの操作に支障をきたすものがないことを確認してください。製品には

フットパッドが同梱されていますので、このフットパッド裏面のはくり紙をはがし、下図のように製品

底面の四隅に貼り付けてください。 
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ラックマウント 

本製品は EIA 規格 19 インチラックの 1U サイズでマウントできる製品です。マウントブラケット

用のネジ穴は機器のフロント側とリア側に設けてありますので、用途に応じてユニットをラックのフ

ロント側、リア側のどちらにも設置することが可能です。 

 

1. 下図のように、ブラケットを取り付ける側についているネジをはずします。 

 

2. マウント用ブラケットを下図のように側面のフロント側またはリア側に取り付けます。 

 

3. ブラケットを取り付けた製品を、ラックのフロント側またはリア側の適当な位置に固定し、ネジ

止めしてください。 
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単体構成でのセットアップ 

 

製品を単体構成で使用する場合は、他の KVM スイッチをデイジーチェーン接続する必要は

ありません。単体構成で使用する場合は、p.29 の接続図（図内における番号は手順に対応）を

ご参照の上、以下の手順でセットアップしてください。 

 

1. 接地線を使って、本体のグランドターミナルをアース端子に接続し、製品本体の接地を行

ってください。 

注意： この手順は省略しないでください。適切な接地をすることで電圧変化や静電気

による機器の破損防止に一定の効果があります。 

 

2. コンソールとして使用するキーボード、モニター、マウスを製品のコンソールポートに接続し

てください。ポートに接続するデバイスは、アイコンとカラーリングで簡単に識別できます。 

注意： キーボードとマウスは PS/2 または USB に対応していれば、どのような組み合

わせでもお使いいただけます。例えば、PS/2 キーボードと USB マウスを接続し

て使用することができます。 

 

3. サーバーに接続したコンピューターモジュールと製品の KVM ポートを、カテゴリ 5e/6 ケー

ブルで接続してください（詳細については p.17「コンピューターモジュール」参照）。 

注意： 1,280×1,024 の解像度でご利用になる場合、製品本体からコンピューターモ

ジュールまでの最大推奨距離は 50m です。 

 

4. コンピューターモジュールをコンピューターに接続してください。 

製品配下で使用するコンピューターに、コンピューターモジュールの各コネクターを接続し

てください。（接続例については p.30「接続図(コンピューターモジュール)」参照） 

 

5. 製品の電源ソケットに電源ケーブルを接続し、その電源ケーブルを AC 電源に接続してく

ださい。 

 

 配線が完了したら、製品に電源を入れることができます。製品に電源が入ったことが確認でき

たら、サーバーに電源を入れてください。 
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接続図 (単体構成) 
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接続図 (コンピューターモジュール) その 1 
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接続図 (コンピューターモジュール) その 2 
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デイジーチェーン接続 

 

 製品のポート数を超える台数のサーバーを管理したい場合は、最大 31 台の KVM スイッチを

デイジーチェーン接続することで対応が可能です。このとき、最大 1024 台のコンピューターを 1

箇所のコンソールから操作することが可能になります。 

 

注意： 本製品とデイジーチェーン接続できる KVM スイッチの一覧については、p.82「対

応 KVM スイッチ」における表をご参照ください。 

 

 使用する KH1508A/KH1516A/KH1532A の接続台数と、管理可能なコンピューターの台数の

関係については p.80 の表をご参照ください。 

 

 製品をデイジーチェーン接続する場合は、以下の手順に従ってセットアップを行ってください。 

 

1. デイジーチェーン専用ケーブルを使って、KH1508A/KH1516A/KH1532A の「Chain Out」

ポートと子機の「Chain In」ポートを接続してください。(1 台目の「Chain Out」ポートと 2 台目

の「Chain In」、2 台目の「Chain Out」と 3 台目の「Chain In」といった要領で接続してくださ

い。) 

 

2. p.28「単体構成でのセットアップ」を参考にしながら、コンピューターを製品に接続してくださ

い。 

 

3. 引き続き KVM スイッチをデイジーチェーン接続する場合は、上記の手順を繰り返してくだ

さい。 

 

4. 下記の手順に従って、機器に電源を入れてください。 

a) 1 台目のステーションに電源コードを接続し、このステーションがステーション ID を認

識し、ステーション ID LED 部分に表示されるまでお待ちください。(ステーション ID と

して、1 台目のユニットには「01」が、2 台目には「02」が、3 台目には「03」がそれぞれ割

注意： 1. 1 台目のステーションは最上位のステーションとなりますので、このユニット

の「Chain In」ポートは使用できません。 

2. デイジーチェーンケーブルは製品に同梱されていませんので、別途お求

めいただく必要があります。詳細については代理店までお問い合わせくだ

さい。 
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り当てられます。) 

b) 2 台目のステーションから順番に電源を入れていってください。各ステーションに電源

を入れる際には、そのステーションの ID が認識され LED 表示されたことを確認してか

ら次のステーションに電源を入れるようにしてください。 

c) すべてのステーションに電源が入ったことを確認したら、コンピューターに電源を入れ

てください。 

 

接続図 (デイジーチェーン接続) 
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第 3 章 

基本操作 
 

ポート選択 

 

KH1508A/KH1516A/KH1532A に接続されているコンピューターへの接続には、手動、

OSD(オンスクリーンディスプレイ)、ホットキーの 3 つの操作方法をご用意しております。 

 

手動 

製品フロントパネルにあるポート選択ボタンを使って手動でポートを切り替えてください。 

 

OSD 

 本製品では、ポート選択用のメニューインターフェースとして OSD(オンスクリーンディスプレイ)

を提供しています。OSD 操作については次章で説明します。 

 

キーボードホットキー 

 ホットキーを使用すると、製品のポート選択ボタンを手動で操作するかわりに、ローカルコンソ

ールのキーボードから特定のコンピューターに直接切り替えることができます。キーボード操作

については第 5 章で説明します。 
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ホットプラグ 

 

本 製 品 は ホ ッ ト プ ラ グ 対 応 製 品 で す 。 ケ ー ブ ル を ポ ー ト に つ な ぎ か え る だ け で 、

KH1508A/KH1516A/KH1532A をシャットダウンすることなく機器やデバイスの取り付けや取り外

しが可能ですが、ホットプラグ機能が正しく動作するように下記の手順に従ってお使いください。 

 

ステーションのホットプラグ 

ステーション位置はケーブルを付け替えることで簡単に変更できます。変更後は、OSD メニュ

ーに新しい設定を反映させるために OSD でステーション ID をリセットしてください。詳細につい

ては p.49 の「RESET STATION IDS」の内容をご参照ください。 

 

KVM ポートのホットプラグ 

 KVM ポートを変更した後、OSD メニューに新しいポートの情報設定を反映させるためには、手

動で OSD を再設定する必要があります。コンピューターモジュールを KVM スイッチに接続する

と、その前に設定されていたポートネーム、OS、キーボード言語の各情報がそのコンピューター

モジュールから KVM スイッチに読み込まれます。詳細に関しては、p.42 の「F3：SET」および

p.47 の「F4： ADM」の項にあるポート設定の内容をご参照ください。 

 

注意： 1. お使いのコンピューターの OS がホットプラグに対応していない場合、製品の

ホットプラグ機能が正しく動作しない場合がございます。 

2. かつてコンピューターモジュールが接続されていたものの、現在は接続され

ていないポートでは、以前の設定情報が保持されます。 

 

コンソールポートのホットプラグ 

製品に接続されているキーボード、モニター、マウスもホットプラグが可能です。マウスをホットプ

ラグする際には以下の注意事項に従って作業してください。 

 

 マウスのリセット等の理由で同一マウスを使用する場合に限り、製品に対してマウスケーブ

ルの抜き差しが可能です。 

 異なるマウスを使用する場合は、すべてのステーションおよび機器に接続されているすべ

てのコンピューターをシャットダウンし、10 秒間程度お待ちください。その後は、p.36「電源



36 

 

OFF と再起動」の手順に従って製品を再起動してください。 

 一部の古い OS ではホットプラグをサポートしていません。 

 

注意： ホットプラグをした後、また、通常の操作をしている際に、製品がキーボードやマウ

スからの入力に反応しなくなった場合は、リセットスイッチ(p.21 参照)を押してキー

ボードとマウスのリセットを実行してください。 

 

電源 OFF と再起動 

 

 KH1508A/KH1516A/KH1532A の電源を OFF にしたり、電力不足で再起動したりする必要があ

る場合は、機器のトラブルを避けるために再起動を行う前に以下の作業を行ってください。 

 

1. 製品に接続されているすべてのコンピューターをシャットダウンしてください。 

注意： キーボード起動機能をご利用のコンピューターがある場合は、シャットダウンした

後で、そのコンピューターの電源コードを抜いておく必要があります。 

 

2. KH1508A/KH1516A/KH1532A の電源アダプターを電源から外し、シャットダウンが終了し

たら 10 秒ほど待機し、KH1508A/KH1516A/KH1532A に電源を入れてください。複数のス

テーションをシャットダウンした場合は、最上位のステーションから順に電源を入れていって

ください。各ステーションともフロントパネルの LED にステーション ID が表示されたら、次の

ステーションに電源を入れるようにしてください。 

 

3. すべてのステーションに電源が入ったら、KVM スイッチに接続されているコンピューターの

電源を入れてください。 
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ポート ID の割り当て 

 

KH1508A/KH1516A/KH1532A の KVM ポートにはそれぞれ固有のポート ID が割り振られま

す。ポート ID は、そのポートのステーションナンバーとコンピューターが接続されているポートナ

ンバーから構成される 1～2 桁の番号で表されます。 

 

前半の番号はデイジーチェーン接続の構成におけるスイッチの位置(例：04)を、後半の番号

はコンピューターが接続しているポートのポートナンバーをそれぞれ表します。 

 

例えば、12 台目にデイジーチェーン接続されたステーションの 3 番ポートに接続されているコ

ンピューターのポート ID は 12-03 となります。 

 

注意： 番号が 1 桁の場合は先頭に 0 詰めされ、01～09 のように表記されます。 
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第 4 章 

OSD 操作 
OSD 概要 

 

 オンスクリーンディスプレイ(OSD)は、コンピューターの制御や切替操作を管理するメニュー形式

のインターフェースです。すべての操作は OSD のメイン画面から行います。このメイン画面を表示

する場合は、OSD ホットキーを 2 回連続して押してください。 

 

 このホットキーは、デフォルトでは[Scroll Lock]キーに設定されていますが、必要に応じてこのキ

ーを[Ctrl]キーまたは[Alt]キーに変更することもできます。(p.43「OSD HOTKEY」参照) 

 

注意： 1. [Ctrl]キーや[Alt]キーはキーボードの左右についていますが、これらのキー

を使用する場合は、2 回とも同じキーを押すようにしてください。 

2. OSD を 起 動 す る と 、 [Num Lock] キ ー や [Caps Lock] キ ー は

KH1508A/KH1516A/KH1532A によって制御されるため、OSD へのアクセ

ス中には、[Num Lock]キーや[Caps Lock]キーは常に ON になっています。  

 

 OSD は 2 段階のユーザーレベル(administrator / user)を提供しています。OSD のメイン画面

が表示されると、ユーザーネームとパスワードの入力を促すログインダイアログが表示されます

ので、続行する場合は正しいユーザーネームとパスワードを入力してください。 

 

 OSD に初めてアクセスする場合、またはパスワード機能が設定されていない場合は、単純に

[Enter]キーを押してください。そうすると、OSD のメイン画面がアドミニストレーターモードで表示

されます。このモードでは、アドミニストレーターとユーザーの全機能にアクセスできる管理者の

操作権限が与えられます。また、パスワード認証を含む操作の設定を自由に行うことも可能です。 

 

起動時の OSD の解像度は、640×480@75Hz で出力されます。モニターがこの解像度に対応し

ていない場合、コンソールキーボードの[F10]キーを押すことで 800×600@60Hz へ解像度変更

ができます。 
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 OSD を起動すると、下図のような画面が表示されます。 

 

 

注意： 1. 上図はアドミニストレーターでログインした際のメイン画面のイメージです。

「F4」と「F6」の機能はアドミニストレーターに操作が限定されており、管理者

権限のないユーザーにはアクセスが許可されていませんので、一般ユーザ

ーでログインした際のメイン画面には、これらのメニューが表示されません。 

2. 現在ログインしているユーザーに対しては、アドミニストレーターによってア

クセスを許可されたポートだけが表示されます(詳細については p.48「SET 

ACCESSIBLE PORTS」参照)。 
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OSD ナビゲーション 

 

◆ OSD 画面を閉じる場合は、OSD 画面の右上に位置する×印をクリックするか、[Esc]キーを

押してください。 

◆ ログアウトする場合は、メイン画面の上に位置する 「F8」または「zzz」マークをクリックするか、

キーボードで[F8]キーを押してください。 

◆ OSD ではツリービューを使用しています。特定のステーションにあるポートを確認する場合

は、当該ステーションのステーションナンバーの前にある[+]印をクリックすると、ポートナン

バーのリストが展開します。リストを閉じる場合は、ステーションナンバーの前にある[o]印を

クリックしてください。 

◆ リスト表示を 1 行ずつ上下へ移動する場合は、三角の印(▲▼)をクリックするか、キーボード

の上下のカーソルキーを押してください。画面に表示しきれないアイテムがある場合、メイン

画面はスクロールされます。 

◆ リスト表示を 1 ページずつ上下へ移動する場合は、画面の上下の矢印(↑↓)をクリックする

か、キーボードの[Page Up]キーまたは[Page Down]キーを押してください。画面に表示しき

れないアイテムがある場合、メイン画面はスクロールされます。 

◆ ポートを切り替える場合は、選択先のポートをダブルクリックするか、ハイライトバーを移動さ

せ[Enter]キーを押してください。 

◆ これらの実行後は、自動的にメニューは 1 段階上の状態に戻ります。 

 

OSD メイン画面の項目 

 

項目 説明 

SN-PN ポート ID が「ステーションナンバー – ポートナンバー」の形式で表示されます。ハイ

ライトバーを移動し[Enter]キーを押すと、画面がそのポートに接続されたコンピュー

ターに切り替わります。 

QV クイックビューポート (p.46「SET QUICK VIEW PORTS」参照)として選択されているコ

ンピューターには、この列に矢印が表示されます。 

 

ポートに接続されたコンピューターに電源が入っている場合、この列に太陽マークが

表示されます。 

Name ポートに名前がつけられている場合(p.48「EDIT PORT NAMES」参照)は、この列に

表示されます。 
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OSD 機能 

 

KVM スイッチの諸設定および接続されたコンピューターの管理を行う OSD 機能について説明し

ます。OSD の各機能によって、任意のポートへの直接切替、指定したポートのみを対象にしたスキ

ャン、指定したリストのみを対象にした表示、クイックビューポートの設定、ポートネームの設定、

OSD の設定等ができます。 

 

OSD の各機能にアクセスするには以下の手順で操作してください。 

 

1. メイン画面の上部にあるファンクションの文字を直接クリックするか、キーボードのファンクショ

ンキーを押してください。 

2. サブメニューが表示されますので、目的のサブメニューを選択しダブルクリックするか、キーボ

ードでそのメニューにハイライトバーを移動させ、 [Enter]キーを押してください。 

3. [Esc]キーを押すと、1 段階上のメニューに戻ります。 

 

F1：GOTO 

この機能を利用すると、ポートネーム、もしくはポート ID を入力することで、直接ポートを切り替え

ることが可能です。 

 

 ポートネームを使用する場合、[1]キーを押した後、ポートネームを入力して[Enter]キーを押し

てください。 

 ポート ID を使用する場合、[2]キーを押した後、ポート ID を入力して[Enter]キーを押してくだ

さい。 

 

注意： この機能では、ポートネームの一部もしくはポート ID を入力することが可能です。

このとき、現在のリスト表示の設定(p.42「F2：LIST」参照)にかかわらず、該当する

ポートのうち、ユーザーが表示権限を持つもの(p.48「SET ACCESSIBLE PORTS」

参照)がすべて画面にリスト表示されます。 

 

選択をしないで OSD 画面メインメニューに戻るには、[Esc]キーを押してください。 
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F2:LIST 

本製品の OSD 機能の多くは、メイン画面の一覧で選択されているコンピューターに対してのみ

実行されます。このメニューを使うと、OSD メイン画面で表示するポートの範囲を指定することがで

きます。サブメニューの設定項目の詳細は下表をご参照ください。 

 

設定 内容 

ALL 現在の機器構成におけるアクセス可能なポートをすべてリスト

アップします。 

QUICK VIEW クイックビューポート（p.46 参照）として選択されたポートをリスト

アップします。 

POWERED ON（電源 ON） 接続されているコンピューターの電源がオンになっているポー

トをリストアップします。 

QUICK VIEW + 

POWERED ON 

（QUICK VIEW + 電源 ON） 

クイックビューポート（p.46 参照）として選択され、かつ接続され

ているコンピューターの電源がオンになっているポートをリスト

アップします。 

 

選択したいポートを OSD 画面上でダブルクリックするか、メニューのハイライトバーを移動して 

[Enter]キーを押してください。アイコンが表示され、現在選択している設定が表示されます。 

 

F3：SET 

このメニューでは、アドミニストレーター権限および各ユーザー権限でログインした際の環境設定

を行います。ユーザーの各プロフィールは OSD 内に保存され、そのユーザーのログイン時に反映

されます。 

 設定を変更される場合は以下の手順で作業してください。 

 

1. 「F3：SET」の項目をダブルクリックするか、ハイライトバーをこの項目へ移動させ、[Enter]キー

を押してください。 

2. 次に表示されたサブメニューの変更したい項目をダブルクリックするか、ハイライトバーを移動

させて[Enter]キーを押してください。アイコンは、現在選択されている項目を表示しています。

設定項目についての説明は下表をご参照ください。 
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設定 機能 

OSD HOTKEY 

（OSD ホットキー） 

OSD メインメニューを呼び出すホットキーを設定します。 

[Scroll Lock] [Scroll Lock] または [Ctrl] [Ctrl] または [Alt] [Alt] 

[Ctrl]キーの入力は、動作中のコンピューターの他のプログラムと競合

する可能性があるため、デフォルトでは[Scroll Lock]キー 2度押しに設

定されています。 

PORT ID 

DISPLAY 

POSITION 

（PORT ID 

表示ポジション） 

画面上のポート ID 表示位置を設定します。デフォルトでは画面の左上

ですが、任意の位置にポート ID を表示することができます。 

マウス、またはカーソルキー、 [Page Up]、[Page Down]、[Home]、

[End]、 [Num Lock]をオフにしたテンキーの[5]を使ってポート ID の表

示位置を決めた後、ダブルクリックするか [Enter]キーを押して位置を

確定してください。設定が完了すると、「F3：SET」のサブメニュー画面

に戻ります。 

 

注意：設定は現在選択中のポートに対してのみ作用します。デフォルト

の位置から変更したい場合は、各ポートに対してそれぞれデフォルトの

設定を変更する必要があります。 

PORT ID 

DISPLAY 

DURATION 

（PORT ID 表示時間） 

ポート切替が行われた後、画面にポート ID を表示する時間を設定しま

す。3 秒または OFF のいずれかを設定することができます。 

PORT ID 

DISPLAY 

MODE 

（PORT ID 表示モー

ド） 

ポート ID 表示方法を選択します。選択できる設定項目は以下のとおり

です。 

 

PORT NUMBER + PORT NAME：ポートナンバーとポートネーム 

PORT NUMBER：ポート番号のみ 

PORT NAME：ポートネームのみ 

 

デフォルトでは、ポートナンバーとポートネーム（PORT NUMBER + 

PORT NAME）に設定されています。 

(表は次のページに続きます) 
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設定 機能 

SCAN 

DURATION 

（スキャン間隔） 

オートスキャンモード（p.53 参照）で、各ポートに接続されたコンピュー

ターの画面を表示する時間を設定します。1～255 秒までの数値を入

力し、 [Enter]キーを押してください。 

デフォルトでは 5 秒間に設定されています。0 秒で設定するとスキャン

機能を無効にします。 

SCAN-SKIP 

MODE 

（スキャン/ 

スキップモード） 

スキップモード（p.51 参照）およびオートスキャンモード（p.53 参照）で、

アクセスするコンピューターを選択します。選択できる設定項目は以下

のとおりです。 

 

ALL - アクセスできるすべてのポート（p.48 参照） 

QUICK VIEW - アクセス可能かつクイックビューポートとして設定され

たポート（p.46 参照）のみ 

POWERED ON (電源 ON) - アクセス可能かつ接続されているコンピ

ューターの電源がオンになっているポートのみ 

QUICK VIEW + POWERED ON(QUICK VIEW +電源 ON) - アクセス

可能でクイックビューポートとして設定され、かつ接続されているコンピ

ューターの電源がオンになっているポートのみ 

 

デフォルトでは ALL に設定されています。 

SCREEN 

BLANKER 

この機能で設定された時間、コンソールからの入力がない場合、画面

はブランクになります。1～30 分の時間を入力してから、[Enter]キーを

押します。0 分で設定するとこの機能を使用不可にします。 

デフォルトでは 0（無効）に設定されています。 

HOTKEY 

COMMAND 

MODE 

（ホットキーモード） 

ホットキー操作がコンピューターで動作中のプログラムと競合がある場

合などに、ホットキー機能(p.55 参照)の使用可能/不可を切り替えま

す。 

デフォルトでは ON に設定されています。 

HOTKEY 

（ホットキー） 

ホットキーモードを開始するキー（p.55 参照）を選択できます。[Num 

Lock] + [-]または[Ctrl] + [F12]のいずれかを選択してください。 

デフォルトでは[Num Lock] + [-]に設定されています。 

(表は次のページに続きます) 
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設定 機能 

SET OSD LANGUAGE 

（OSD 言語） 

OSD メニューの表示言語を設定します。選択できる設定項目は以

下のとおりです。 

 

ENGLISH：英語 

DEUTSCH：ドイツ語 

日本語 

简中：中国語（簡体字） 

繁 繁 ：中国語（繁体字） 

 

デフォルトでは ENGLISH に設定されています。 

SET CONSOLE  

KEYBOARD 

(コンソール 

KEYBOARD 言語の設定) 

コンソールキーボードのキーボード言語マッピングを設定します。デ

フォルトでは English(US)に設定されています。 

SET LOGOUT TIMEOUT 

(タイムアウトの設定) 

この機能で設定された一定の時間、コンソールからの入力がない場

合、このコンソールを使用しているユーザーは自動的にログアウトさ

せられます。この時、コンソールを使用するには、再ログインが必要

です。 

これは、最初に使用していたユーザーがログアウトするのを忘れた

ときに他のユーザーがアクセスできるようにするための機能です。タ

イムアウトの値を設定する場合は、1～180 分を入力し[Enter]キーを

押してください。0 を入力した場合、この機能は無効になります。 

 

注意：「SET LOGIN MODE」の項目が無効になっている場合、この

機能はご利用になれません。詳細は p.50「SET LOGIN MODE」を

ご参照ください。 

ACTIVATE BEEPER 

（ビープ音の設定） 

ビープ音の設定を行います。Y（ON）または、N（OFF）を選んでくだ

さい。Y を選ぶと、ポートが変更された時、オートスキャン機能（p.53

参照）が有効になっている時、OSD メニューで無効な入力がされた

時にそれぞれビープ音が鳴ります。 

デフォルトでは Y（ON）に設定されています。 

(表は次のページに続きます) 
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設定 機能 

SET QUICK 

VIEW PORTS 

（QUICK VIEW 

 PORT の設定） 

クイックビューポートとして表示するポートを選択します。この機能はアドミニ

ストレーターのみが利用できます。 

 

◆ クイックビューポートとして、ポートを選択/解除するには、[↑][↓]上下

のカーソルキーでハイライトバーをそのポートに移動させて、スペースキ

ーを押してください。 

◆ ポートがクイックビューポートとして選択された場合、メイン画面のリスト

の「QV」項目に矢印が表示されます。クイックビューポートとして選択さ

れていない場合には、何も表示されません。 

◆ LIST メニュー（p.42「F2：LIST」参照）でクイックビューオプションが選択

されている場合、ここで選択されたポートだけがリストに表示されます。 

◆ オートスキャン（p.44 参照）でクイックビューオプションが選択されている

場合、ここで選択されたポートだけがオートスキャンされます。 

 

デフォルトではどのポートもクイックビューポートとして選択されていません。 

PREFERRED 

RESOLUTION 

（優先解像度） 

この機能を使うと、製品本体がコンピューターモジュールに対して送信する

優先解像度を設定することができます。コンピューターモジュールは、接続

コンピューターのビデオカードに対して、製品に接続されたディスプレイに

関する EDID 情報を提供します。この設定はコンソールモニターに表示され

る映像の画質に影響します。設定できる内容は下記のとおりです。 

◆ MONITOR DEFAULT SETTING（モニターのデフォルト設定） - コン

ソールポートに接続されたディスプレイによって提供された EDID 情報

を、コンピューターモジュールに直接送信します。 

◆ ALTERNATIVE RESOLUTION（代替解像度） - 代替解像度（EDID

情報）をコンピューターモジュールへと送信します。コンソールポートに

接続されたモニターにおけるビデオ表示に最適な解像度を選択してく

ださい。 

注意：この項目には、「MONITOR DEFAULT SETTING」（モニターのデフォ

ルト設定）の設定を使用することを強く推奨します。「ALTERNATIVE 

RESOLUTION」（代替解像度）の設定は、コンソールモニターにおける映像

画質が正しく表示されない場合にのみ使用するようにしてください。 
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F4：ADM 

F4 ADM はアドミニストレーターのみが使用できる機能です。この機能により、アドミニストレータ

ーは OSD の操作全体を設定・管理できます。設定を変更するには、画面で「F4：ADM」をダブルク

リックするか、[↑][↓]上下の矢印キーを使ってハイライトバーを設定したい項目まで移動させ、

[Enter]キーを押してください。 

 

項目を選択すると、F4 機能のサブメニューが表示されます。操作したいメニューをダブルクリック

するか、ハイライトバーをそこまで移動させた後、[Enter]キーを押してください。選択する前に、アイ

コンが表示されます。設定方法は下表をご参照ください。 

 

設定 機能 

SET USER ACCOUNT 

(ユーザーログインの設

定) 

この機能を使うと、アドミニストレーターやユーザーのユーザーネームと

パスワードを設定することができます。 

 

◆ アドミニストレーターは 1 名、ユーザーは 10 名までそれぞれパス

ワードの設定が可能です。 

◆ アドミニストレーターまたはユーザーのフィールドを選択すると、ユ

ーザーネームとパスワードを入力する画面が表示されます。ユー

ザーネームとパスワードは半角英数字(A～Z、0～9)を使って16文

字以下で設定してください。 

◆ 各アカウントに対して、ユーザーネームとパスワードを入力したら

[Enter]キーを押してください。 

◆ ユーザーネームやパスワードを変更したり削除したりする場合は、

[Backspace]キーを使って文字列を消去してください。 

◆ のアイコンは、データがそのアカウントに保存されていること

を表します。 

(表は次のページに続きます) 
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設定 機能 

SET ACCESSIBLE 

PORTS 

(アクセスポートの設定) 

この機能を使うと、アドミニストレーターは製品に接続されているコンピ

ューターへのユーザーアクセスをポートごとに設定することができま

す。 

 

各ユーザーに対して、対象のポートを選択したらスペースキーを押して

設定内容を切り替えて適当なものを選択してください。設定できる内容

は F(フルアクセス)、V(参照のみ)、N(アクセス禁止)です。この手順でア

クセス権限を設定し、設定がすべて終わったら[Esc]キーを押してくださ

い。デフォルトでは、全ユーザーが全ポートに対して F(フルアクセス)に

設定されています。 

 

注意：N はアクセス権限がない事を表します。この場合、ポートはその

ユーザーがログインしたメイン画面のリストに表示されなくなります。 

EDIT 

PORT NAMES 

（ポートネームの設定） 

製品に接続されているコンピューターの識別を容易にするために、各

ポートには名前をつけることができます。アドミニストレーターはこの機

能でポートネームの設定、編集、削除をそれぞれ行うことができます。 

 

ポートネームを編集するには以下の手順で作業してください。 

1. 編集したいポートをクリックするか、[↑][↓]上下のカーソルキーを

使ってハイライトバーを設定したいポートまで移動させ、[Enter]キ

ーを押します。 

2. 新しいポートネームを入力するか、以前のポートネームを訂正ま

たは削除してください。ポートネームに設定できる最大文字数は

14 です。入力できる文字は下記の通りです。 

◆ 半角英字（A～Z*） 

◆ 半角数字（0～9） 

*ポートネームは大文字、小文字のどちらでも入力できますが、

OSD ではポートネームはすべて大文字で表示されます。 

3. ポートネームの編集を終えたら、[Enter]キーを押してその変更内

容を適用してください。変更を途中で止める際には、[Esc]キーを

押してください。 

(表は次のページに続きます) 
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設定 機能 

RESTORE 

DEFAULT 

VALUES 

（RESTORE） 

この機能は、ポートに設定されたポートネームを除いた、OSD メニュー

のすべての項目を工場出荷時のデフォルト値に戻します（p.83 参照）。 

CLEAR THE 

NAME LIST 

（ネームリストのクリア） 

ポートネームの一覧を消去します。 

RESET 

STATION IDS 

（STATION ID  

RESET） 

デイジーチェーン接続の機器構成におけるステーション位置を変更し

た場合、この変更内容が OSD の設定に反映されない場合があります。

この機能を使うと、全機器構成のステーション位置を再スキャンし、

OSD のステーション情報が新しい物理的レイアウトに一致するように

OSD の内容を更新します。 

 

注意：この機能ではステーションナンバーの情報のみ更新されます。ポ

ートネームを除いたすべてのアドミニストレーターの設定（アクセスポー

ト、クイックビューポート等）はリセットされますので、手動で再設定が必

要です。 

SET  OPERATING 

SYSTEM 

（OS の設定） 

製品に接続されているコンピューターの OS の種類を設定します。各ポ

ートに対して、スペースキーを押すと設定内容(PC、MAC、SUN)が切り

替わります。全ポートに対して設定できたら、[Esc]キーを押してくださ

い。デフォルトでは PC（PC 互換機）に設定されています。 

 

注意：Sun や Mac のコンピューターを製品に接続してお使いの場合

は、そのコンピューターを起動する前にこの機能を使って正しい OS に

設定してください。正しく設定されていないと起動しないことがありま

す。 

(表は次のページに続きます) 
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設定 機能 

SET CAT 5 LENGTH 

(ケーブル長の設定) 

KVM ポートとコンピューターモジュールの接続に使用されているカテ

ゴリ 5e/6 ケーブルの長さを設定します。スペースキーを押して設定内

容を切り替えて選択してください。 

 

S：ショート (～25m) 

M：ミディアム(20～35m) 

L：ロング(35m～) 

 

現在選択されている項目はポートの隣に上記のいずれかのアルファベ

ットで表されます。 

SET KEYBOARD 

LANGUAGE 

(KEYBOARD 言語) 

各ポートに接続されているコンピューターのキーボード言語のレイアウ

トを設定します。スペースキーを押すと、設定できる言語が切り替わりま

す。デフォルトでは「English (US)」に設定されています。 

FIRMWARE 

UPGRADE 

（ファームウェア 

アップグレード） 

製品と製品に接続されているコンピューターモジュールのファームウェ

アをアップグレードする場合(p.68 参照)は、この項目であらかじめファ

ームウェアアップグレードモードにしておいてください。 

このメニューを起動すると、現在お使いのファームウェアのバージョン

情報が表示されます。ファームウェアアップグレードモードを有効にす

る場合は[Y]を、ファームウェアアップグレードモードを有効にせずメニ

ューを終了する場合は[N]をそれぞれ押してください。 

ADAPTER UPGRADE 

 

このメニューを使うと、アドミニストレーターはコンピューターモジュール

のファームウェアバージョンを確認することができます。このメニューが

起動すると、現在のファームウェアバージョンが表示されます。上記の 

「FIRMWARE UPGRADE」の項も合わせてご参照ください。 

SET LOGIN MODE 

(ログインモードの設定) 

この機能を使うと、アドミニストレーターは、ユーザーログインを有効ま

たは無効に設定することができます。ログイン機能が有効の場合、ユー

ザーはユーザーネームとパスワードを使って認証を行う必要があります

が、無効の場合はその必要がなく、常時使用可能な状態になります。 
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F5：SKP 

この機能によって、現在表示しているポートから、前後の利用可能なコンピューターのポート

に簡単にスキップすることができます。 

 

◆ スキップモード切替が利用できるコンピューターの選択は、「F3：SET」機能におけるスキャ

ン/スキップモードで行うことができます（p.44 参照）。 

 

◆ スキップモードでは以下のキーで操作を行います。 

← 

 

現在のポートから、リスト内の前のポートにスキップします。 

→ 

 

現在のポートから、リスト内の次のポートにスキップします。 

↑ 

 

現在のポートから、リスト内の前のステーションにある最後のポートにスキップします。 

 

↓ 

 

現在のポートから、リスト内の次のステーションにある最初のポートにスキップします。 

 

 

注意： スキップする際は、スキャン/スキップモードで選択できる前後のコンピューターに

しかスキップできません（p.44 参照）。 

 

 ポートがスキャン/スキップモードで選択されている場合、選択されたポートのポート ID の前に

三角の印が表示されます。 

 スキップモードが有効な場合、コンソールが正常に機能しませんので、コンソールから操作した

い場合は、スキップモードを終了する必要があります。 

 スキップモードを終了する際には、スペースキーまたは[Esc]キーを押してください。 

 

  



52 

 

F6：BRC 

ブロードキャストモードはアドミニストレーターのみが使用できる機能です。ブロードキャスト

(BRC)モードが有効になっていると、コンソールから送信されるコマンドは製品配下の全コンピュー

ターにブロードキャストされます。 

 

これは、システム全体のシャットダウンやソフトウェアのインストール/アップデート作業など、複数

のコンピューターで同じ操作を繰り返し行う必要があるユーザーには特に便利な機能です。 

 

 BRC モードが有効な場合、現在選択中のポート IDの前にスピーカーマークが表示されます。 

 BRC モードが有効な場合、マウスが正常に機能しませんので、マウスをお使いになる場合は

BRC モードを終了する必要があります。 

 BRC モードを終了するには、OSD メニューを OSD 起動用ホットキーで起動し、F6 のフィール

ドをクリックするか、[F6]キーを押してください。 
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F7：SCAN 

この機能(別名：オートスキャンモード)を利用すると、手動でポート切替を行うことなく、稼動中の

コンピューターを一定の時間間隔で自動的に切り替えて、監視することができます。 

 

 オートスキャン時に表示するコンピューターは、スキャンモード設定の 「F3：SET」(p.42 参照)

のメニューで選択します。 

 各ポートを表示する時間間隔の設定は、「F3：SET」 の「SCAN DURATION」 (p.44 参照)で行

います。 

 オートスキャンモード中にアクセスされているポートは、画面上のポート ID の前に[S]マークが

表示されています。 

 オートスキャンモードの起動中に任意のポート表示で一時停止したい場合は、[P]キーを押す

か、もしくは左クリックしてください。また、スキャンを再開する場合は任意のキーを押すか、もう

一度マウスを左クリックしてください。詳細については p.59「オートスキャンの起動」をご参照く

ださい。 

 オートスキャン中、通常のキーボード/マウス操作は無効になります。入力の必要がある場合

は、オートスキャンモードを解除してください。 

 オートスキャンモードの終了する場合はスペースキーもしくは[Esc]キーを押してください。 
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F8：LOUT 

画面の F8 の項目をクリックするか、[F8]キーを押すと OSD メニューからログアウトし、コンソール

画面はブランクになります。これは OSD メインメニューを表示している間に[Esc]キーを押し、OSD を

閉じる操作とは異なります。 

 

[Esc]キーを押した場合は、ログアウトせず OSD メニューを閉じただけですので、OSD ホットキー

を押せば再度 OSD メニューにアクセスできるのに対し、この機能を使うと OSD からログアウトします

ので、再度アクセスする場合は、ログインからやり直さなければなりません。 

 

注意： 1. OSD からログアウト後に再び OSD を表示すると、OSD メインメニュー以外はブラ

ンク画面が表示されますので、操作を続けたい場合はユーザーネームとパスワ

ードを入力する必要があります(p.38 参照)。 ログイン機能がアドミニストレーター

によって無効に設定されている場合(p.50 参照)、F8 の機能も無効になります。 

2. ログアウト後に再び KVM スイッチへログインして OSD を表示し、メニューからポ

ートを選択しない状態で[Esc]キーで OSD を閉じると、ポートが選択されていない

状態になり、画面には Null Port 無効ポートメッセージが表示されます。このとき

OSD 起動ホットキーによって OSD 画面を表示することができます。 
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第 5 章 

ホットキー操作 
 

ホットキーによるポート操作 

 

ホットキーを使うと、特定のポートにキーボードから直接切り替えることができます。本製品が提供

しているホットキーの機能には以下のような特長があります。 

 

 アクティブポートの選択 

 オートスキャンモードによる切替操作 

 スキップモードによる切替操作 

 コンピューターのキーボードおよびマウスのリセット 

 

 また、ホットキーモードでは、以下の操作を行うことも可能です。 

 

 ビープ音の設定 

 クイックホットキーの設定 

 OSD ホットキーの設定 

 ポート OS の設定 

 OSD デフォルト値のリストア 
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ホットキーモードの起動 

 

ホットキー操作を行うには、まず、ホットキーモードを起動する必要があります。1ホットキーモ

ードを起動するには、以下の 2 種類の方法があります。一度に使用できるキー入力は 1 種類だ

けです(p.62「ホットキーモード起動キーの設定」参照)。 

 

[Num Lock]キーとマイナスキーを使用する場合 

1. [Num Lock]キーを押したままにしてください。 

2. [-]キーを押して指を離してください。 

3. [Num Lock]キーから指を離してください。 

 以降、このキー操作は [Num Lock] + [-] と表記します。 

 

[Ctrl]キーと[F12]キーを使用する場合 

1. [Ctrl]キーを押したままにしてください。 

2. [F12]キーを押して指を離してください。 

3. [Ctrl]キーから指を離してください。 

 以降、このキー操作は [Ctrl] + [F12] と表記します。 

 

ホットキーモードの環境 

 ホットキーモードが有効になっている場合、KH1508A/KH1516A/KH1532Aには以下の動作が見

られます。 

 

 青い背景に白い文字で「HOTKEY:」と書かれたコマンドプロンプトがモニターに表示されます。

ホットキーを入力すると、このプロンプトにその内容が表示されます。 

 通常のキーボード、マウスの各入力はサスペンドされ、ホットキーとして割り当てられているキ

ー入力(後のセクションに説明)のみが可能です。 

 

ホットキーモードの終了 

[Esc]キーを押すとホットキーモードを終了します。 

                                              
1 ホットキーコマンドモード機能が有効になっており、入力するホットキーが正しいことを確認してく

ださい。詳細は p.40 をご参照ください。 
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アクティブポートの選択 

 

 各ポートには固有のポート ID が割り当てられます（p.37「ポート ID の割当て」参照）。ホットキーで

このポート ID を指定することで、製品に接続されているコンピューターに直接アクセスすることがで

きます。ホットキーを使ってポートを切り替える場合は、以下の手順で操作してください。 

 

1. ホットキーモードを起動してください。 

[Num Lock] + [-] または [Ctrl] + [F12] 

 

2. ポート ID を入力してください。 

入力したポート ID は画面上に表示されます。入力を誤った場合は[Backspace]キーを使っ

て消してください。 

 

3. [Enter]キーを押してください。 

[Enter]キーを押すと、先ほど指定したポート ID のコンピューターが選択され、ホットキーモー

ドが自動的に終了します。 

 

注意： ホットキーモードで無効な値が入力されると、ポートは選択されません。ホットキ

ーのコマンドラインは、有効な値が入力されるかホットキーモードが終了するまで

表示されたままになります。 
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オートスキャンモード 

 

 オートスキャンモードでは、現在ログインしているユーザーがアクセスできるアクティブな KVM

ポートを一定の時間間隔で自動的に切り替えますので、コンピューターの稼働状況を自動的に

モニタリングすることができます（アクセス可能なポートに関する詳細は p.44 に記載されている

OSD「F3 SET」機能の「SCAN/SKIP MODE」参照）。 

 

スキャンインターバルの設定 

 オートスキャンで各ポートを選択表示する時間は OSD「F3 SET」機能の「SCAN DURATION」

の項目で設定します（p.44 参照）。ホットキーによるオートスキャンを開始する前に下記の方法で

スキャンインターバルの値を変更することができます。 

 

1. ホットキーモードを起動してください。 

[Num Lock] + [-] または [Ctrl] + [F12] 

 

2. [A]キーを押して、ポートの表示時間(1～255 秒)を入力してください。([A] [n]) 

[A]の部分は[A]キーを、[n]の部分は各ポートをスキャン表示しておく時間をそれぞれ表してい

ます。 

[A]キーを押して表示時間を入力すると、コマンドラインに表示されます。入力を誤った場合は

[Backspace]キーを押して訂正してください。 

 

3. [Enter]キーを押してください。 

[Enter]キーを押すと、ホットキーモードを自動的に終了し、オートスキャンモードを開始します。 
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オートスキャンの起動 

 オートスキャンモードを起動する場合は、下記の手順に従って操作してください。 

 

1. ホットキーモードを起動してください。 

[Num Lock] + [-] または [Ctrl] + [F12] 

 

2. [A] + [Enter] キーを押してください。 

 オートスキャンモードの実行中に[P]キーを押すと、特定のコンピューターの表示でス

キャンを一時停止することができます。オートスキャンの一時停止中には、コマンドライ

ンに「Auto Scan : Paused」という文字が表示されます。オートスキャンを一旦終了する

と、スキャンを再開した際に最初のポートからスキャンを始めるのに対し、一時停止機

能を利用すると、再開した際には前回一時停止したポートからスキャンを続行しますの

で、オートスキャンを停止した後でスキャンを再開する必要がある場合はオートスキャ

ンモードを終了するよりもスキャンの一時停止機能を利用したほうが便利です。 

スキャンを再開する場合は任意のキーを押してください。スキャンが停止していた位置

から再開します。 

 オートスキャンモードの実行中は、オートスキャンで有効なキー入力とマウス入力を除

いた操作がサスペンドされます。コンソールで通常のキー入力やマウス操作を行いた

い場合は、オートスキャンを終了する必要があります。 

 

オートスキャンの終了 

1. オートスキャンモードを終了する場合は、[Esc]キーまたはスペースキーを押してください。

オートスキャンモードを終了するとオートスキャンは終了します。 

 

  



60 

 

 

スキップモードによる切替 

 

 この機能を利用すると、コンピューターを手動で切り替えて監視することができます。この機能

はオートスキャンモードとは異なりスキャンインターバルがありませんので、時間の制限にしばら

れることなく、選択したポートを好きなだけ表示しておくことができます。 

 

スキップモードの起動 

スキップモードを起動する場合は、以下の手順で操作してください。 

 

1. ホットキーモードを起動してください。(p.56 参照) 

[Num Lock] + [-] または [Ctrl] + [F12] 

 

2. 切替対象となるポートに応じて、カーソルキーを押してください。 

カーソルキーを押すとホットキーモードを自動的に終了し、その操作を行ったときに表示して

いたポートからスキップモードを開始します。各カーソルキーの機能は以下のとおりです。 

 

← 
現在のポートから、リスト内の前のポートにスキップします（アクセスポートに関す

る詳細は p.44「SCAN-SKIP MODE」を参照）。 

→ 現在のポートから、リスト内の次のポートにスキップします。 

↑ 
現在のポートから、リスト内の前のステーションにある最後のポートにスキップしま

す。 

↓ 
現在のポートから、リスト内の次のステーションにある最初のポートにスキップしま

す。 

 

スキップモードの実行中は、カーソルキーを押すだけでポートのスキップを行うことができます

ので、操作のたびにホットキーモードを起動する必要はありません。 

 

スキップモードの実行中は、スキップモードの機能として割り当てられているキー入力を除い

たキーボードおよびマウスの操作がサスペンドされます。コンソールを通常使用したい場合はス

キップモードを終了する必要があります。 
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スキップモードの終了 

スキップモードを終了する場合は、[Esc]キーまたはスペースキーを押してください。 

 

ホットキービープ音の ON/OFF 

 

ビープ音(p.50「ACTIVATE BEEPER」参照)は、下記の手順でホットキーを使って ON または

OFF にすることができます。 

 

1. ホットキーモードを起動してください。 

[Num Lock] + [-] または [Ctrl] + [F12] 

 

2. [B] キーを押してください。 

 

 [B]キーを押すとビープ音は ON または OFF になります。このとき、コマンドラインには「Beeper 

On」または「Beeper Off」のメッセージが 1 秒間表示され、このメッセージが消えると自動的にホッ

トキーモードが終了します。  
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ホットキーモード起動キーの設定 

 

 ホットキーモードに入る際に使用されるキー(p.44「HOTKEY COMMAND MODE」参照)は、

[Num Lock] + [-]と[Ctrl] + [F12]を交互に切り替えて使用することができます。この場合は、下

記の手順に従って操作してください。 

 

1. ホットキーモードを起動してください。 

[Num Lock] + [-] または [Ctrl] + [F12] 

 

2. [H] キーを押してください。 

 

[H]キーを押すと、コマンドラインには「HOTKEY HAS BEEN CHANGED」というメッセージが 1

秒間表示され、このメッセージが消えるとホットキーモードは自動的に終了します。 

 

OSD 起動キーの設定 

 

 OSD にアクセスする際に使用されるホットキー(p.43「OSD HOTKEY」参照)は、[Scroll Lock]キ

ー2 度押し、[Ctrl]キー2 度押し、[Alt]キー2 度押しの間で切り替えて使用することができます。こ

の場合は、下記の手順に従って操作してください。 

 

1. ホットキーモードを起動してください。 

[Num Lock] + [-] または [Ctrl] + [F12] 

 

2. [T] キーを押してください。 

 

[T]キーを押すと、コマンドラインには「HOTKEY HAS BEEN CHANGED」というメッセージが 1

秒間表示され、このメッセージが消えるとホットキーモードは自動的に終了します。 
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ポート OS の設定 

 

 ポートの OS 設定は、下記のホットキーを実行することで、ポートに接続されたコンピューターの

OS に一致させることができます。 

 

1. ホットキーモードを起動してください。 

[Num Lock] + [-] または [Ctrl] + [F12] 

 

2. ファンクションキーを押してください。使用可能なファンクションキーは下表のとおりです。 

キー 説明 

F1 ポート OS を Windows に設定します。 

F2 ポート OS を Mac に設定します。 

F3 ポート OS を Sun に設定します。 

 

 ファンクションキーを押すと、ホットキーモードは自動的に終了します。 

 

デフォルト値のリストア 

 

 これはアドミニストレーターに限定された機能で、工場出荷時におけるデフォルト値を

KH1508A/KH1516A/KH1532A にリストアします（p.49「RESTORE DEFAULT VALUES」参照）。デ

フォルト値をリストアする場合は、下記の手順に従って操作してください。 

 

1. ホットキーモードを起動してください。 

[Num Lock] + [-] または [Ctrl] + [F12] 

2. [R]キーを押してください。 

3. [Enter]キーを押してください。 

 

 [Enter]キーを押すと、コマンドラインに「RESET TO DEFAULT SETTING」というメッセージが 3 秒

間表示され、ホットキーモードが自動的に終了します。 
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ホットキー一覧表 

 

[Num Lock] + [-] 

または 

[Ctrl] + [F12] 

[A] [Enter] オートスキャンモードを実行します。 

 

オートスキャンモードを実行中に[P]キー

を押すかマウスで左クリックをすると、オー

トスキャンを一時停止します。 

 

オートスキャンが一時停止している際に

任意のキーを押すか、マウスでもう一度

左クリックをすると、オートスキャンを再開

します。 

[B] ビープ音を ON または OFF に切り替えま

す。 

[Esc] または スペースキー ホットキーモードを終了します。 

[F1] ポート OS を Windows に設定します。 

[F2] ポート OS を Mac に設定します。 

[F3] ポート OS を Sun に設定します。 

[H] ホットキーモード起動キーを切り替えま

す。 

[ポート ID][Enter] 指定したポート ID のコンピューターにアク

セスを切り替えます。 

[R] [Enter] アドミニストレーター限定機能。製品の設

定内容を工場出荷時のデフォルト値に戻

します。 

[T] OSD ホットキーを[Ctrl]キー2 度押し、また

は[Scroll Lock]キー2 度押しに変更しま

す。 

(表は次のページに続きます) 
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[Num Lock] + [-] 

または 

[Ctrl] + [F12] 

[←] スキップモードを起動し、前のアクセス可

能なポートに切り替えます。 

[→] スキップモードを起動し、次のアクセス可

能なポートに切り替えます。 

[↑] スキップモードを起動し、前のステーショ

ンにある最後にアクセス可能なポートに

切り替えます。 

[↓] スキップモードを起動し、次のステーショ

ンにある最初にアクセス可能なポートに

切り替えます。 
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第 6 章 

キーボードエミュレーション 
 

Mac キーボード 

 

キーマッピングのエミュレーション機能により、PC 互換キーボードから Mac システムのキーボード

のファンクションキーを使用することができます。詳細は下表をご参照ください。 

 

PC 互換キーボード Mac キーボード 

[Shift] Shift 

[Ctrl] Ctrl 

  

[Ctrl] [1]  

[Ctrl] [2]  

[Ctrl] [3]  

[Ctrl] [4]  

[Alt] Alt 

[Print Screen] F13 

[Scroll Lock] F14 

 
= 

[Enter] Return 

[Backspace] Delete 

[Insert] Help 

[Ctrl]  F15 

 

注意： 上記の組み合わせでキーを入力する場合は、最初に入力するキー（[Ctrl]キー）

を離してから、次のキーを入力するようにしてください。 
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Sun キーボード 

 

[Ctrl]キーと他のキーを組み合わせて入力することによって、キーマッピングのエミュレーション

機能を利用して、PC 互換キーボードから Sun システムのキーボードのファンクションキーを使用す

ることができます。詳細は下表をご参照ください。 

 

PC 互換キーボード Sun キーボード 

[Ctrl] [T] Stop 

[Ctrl] [F2] Again 

[Ctrl] [F3] Props 

[Ctrl] [F4] Undo 

[Ctrl] [F5] Front 

[Ctrl] [F6] Copy 

[Ctrl] [F7] Open 

[Ctrl] [F8] Paste 

[Ctrl] [F9] Find 

[Ctrl] [F10] Cut 

[Ctrl] [1]  

[Ctrl] [2]  

[Ctrl] [3]  

[Ctrl] [4]  

[Ctrl] [H] Help 

 
Compose 

 ◆ 

 

注意： 上記の組み合わせでキーを入力する場合は、最初に入力するキー（[Ctrl]キー）

を離してから、次のキーを入力するようにしてください。 
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第 7 章 

ファームウェアアップグレード 

ユーティリティー 
 

はじめに 

 

 KH1508A/KH1516A/KH1532A とこれに関連するコンピューターモジュールのファームウェアの

アップグレードを自動化するために、ファームウェアアップグレードユーティリティーと呼ばれる

Windows ベースの専用ツールを提供しています。このツールは各デバイスのファームウェアアップ

グレードパッケージに含まれています。 

 

 ファームウェアの新しいバージョンはリリース後に弊社 Web サイトに公開されますので、定期的に

この Web サイトにアクセスし、最新版のパッケージで製品のファームウェアをアップグレードしてくだ

さい。ダウンロードは、1） 製品ページ内の「サポートとダウンロード」メニューからアクセス、または、

2） ホームページのトップページの右上に表示される（表示画面のサイズによっては画面左上に三

本線のアイコンが表示されるので、それをクリックすると表示される）「サポートとダウンロード」→「ダ

ウンロード」→「他の製品の資料をダウンロードする」に型番を入力して検索する方法で行えます。 

 

注意： 1. アップグレードパッケージには、メインボード、OSD および本製品に対応した全

種類のコンピューターモジュールのアップグレードファイルがそれぞれ含まれて

います。 

2. コンピューターモジュールは、一部のダイアログでは「I/O モジュール」という言

葉で表記されています。 

 

ファームウェアアップグレードを始める前に 

 ファームウェアのアップグレードを始める前に、以下の作業を行ってください。 

 

1. KH1508A/KH1516A/KH1532A に接続されていないコンピューターから弊社ダウンロードサイ

トにアクセスし、製品型番リストから KH1508A/KH1516A/KH1532A を選択してください。利用

可能なファームウェアのバージョンが一覧表示されます。 
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2. 適用対象となるアップグレードパッケージ（通常は最新版）を選択し、そのコンピューターにダ

ウンロードしてください。 

 

3. ファームウェアのパッケージをダウンロードしたコンピューターの COM ポートと、製品のファー

ムウェアアップグレードポートを、製品同梱のファームウェアアップグレードケーブルで接続し

てください。 

 

注意： 製品をデイジーチェーン接続してお使いの場合は、ファームウェアアップグレー

ドケーブルを 1 台目のステーション(マスターステーション)に接続してください。

配下に接続されている他のステーション(スレーブステーション)には、このケー

ブルを介してアップグレードされます。 

 

4. アップグレードの対象となっているコンピューターモジュールが接続されているコンピューター

以外のコンピューターをシャットダウンしてください。コンピューターモジュールはコンピュータ

ーから給電されるため、アップグレードの対象となるものには電源が入っていなければなりま

せん。このとき、ステーションはシャットダウンしないでください。 

 

5. KVM スイッチのコンソールから OSD（p.38 参照）を起動し、「F4 ADM」機能を選択してくださ

い。 

 

6. 「FIRMWARE UPGRADE」の項目までスクロールし、[Enter]キーを押した後で[Y]キーをして、

ファームウェアアップグレードモード(p.50 参照)を開始してください。 

 

注意： 1. コンピューターモジュールのアップグレードは、これと KVM スイッチを接続して

いるカテゴリ 5e/6 ケーブルを介して行われますので、これらにはファームウェア

アップグレードケーブルを接続する必要はありません。 
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2. アップグレードユーティリティーで選択されたコンピューターモジュールのファー

ムウェアは、ファームウェアタイプが一致するコンピューターモジュールの型番

すべてを対象にしてシングルセッションでアップグレードします。 

 

アップグレードの実行 

アップグレードの開始 

 ファームウェアのアップグレードを実行する場合は、以下の手順で操作してください。 

 

1. 弊社ダウンロードサイトからダウンロードしたパッケージをダブルクリックするか、このファイルの

フルパスをコマンドラインに入力して実行してください。下図のようなファームウェアアップグレ

ードユーティリティの初期画面が表示されます。 

 

 

2. ダイアログ内に表示されている使用許諾契約の内容をご確認いただき、「I Agree」のラジオボ

タンを選択してその内容に同意してください。 

 

3. アップグレード処理を続行する場合は「Next」（次へ）ボタンをクリックしてください。このボタ

ンを押すと、ファームウェアアップグレードユーティリティのメイン画面が表示されます。 
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ユーティリティーは KH1508A/KH1516A/KH1532A がファームウェアアップグレードモード

かをチェックし、あらかじめデバイスリストで選択されている利用可能なファームウェアの一

覧を表示します。 

 

注意： 1. デバイスリストには、アップグレードが必要なコンピューターモジュールが一

覧表示されます。 

2. ユ ー テ ィ リ テ ィ ー に フ ァ ー ム ウ ェ ア が 一 覧 表 示 さ れ な い 場 合 は 、

KH1508A/KH1516A/KH1532A が正しく接続されているか、また、ファーム

ウェアアップグレードモードが起動されているかを確認してください。それ

でもうまくいかない場合は、ファームウェアパッケージが破損しているかバ

ージョンが間違っている可能性がありますので、ファイルを再取得してもう

一度やり直してください。 

 

4. メインボードのファームウェアをアップグレードする場合は、「MAIN」を選択してください。ア

ップグレードする必要のない型番は、チェックボックスからチェックを外してください。必要な

項目だけを選択したら、「Next」（次へ）ボタンをクリックしてアップグレードを実行してくださ

い。 
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◆ 「Check Firmware Version」（ファームウェアのバージョンをチェックする）の項目にチェ

ックを入れると、ユーティリティーはメインボードのファームウェアバージョンと、アップグ

レードファイル「MAIN」のバージョンを比較します。このとき、既にインストールされてい

るバージョンの方が新しい場合、以下のようなダイアログが表示され、アップグレード作

業を続けるかどうかの選択を促されます。 

 

この項目にチェックが入っていないと、ユーティリティーはファームウェアの比較を行わ

ずにアップグレード処理を続行します。 

 

 アップグレードの進捗状況は、画面に表示されるステータスメッセージとプログレ

スバーで確認することができます。 

 アップグレード処理を中止したい場合は「Cancel」（キャンセル）ボタンをクリックし

てください。中止すると、アップグレードの途中であるという内容のメッセージが表

示され、操作を続行するかどうかの選択を促すダイアログが表示されます。この場

合は、メインボードと OSD のファームウェアが本体の再起動時に見つからなかっ

たか破損しているおそれがあります。 

 

ファームウェアが見つからない、または破損したというトラブルからリカバリーする方法につい

ては p.74「ファームウェアアップグレードリカバリー」をご参照ください。 
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アップグレード成功 

 アップグレードに成功すると、下図のような画面が表示されます。 

 

 

 

 ファームウェアアップグレードユーティリティを終了する場合は「Finish」（完了）ボタンをクリックして

ください。 

 

注意： アップグレードが完了すると、KH1508A/KH1516A/KH1532A は再起動します。 
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アップグレード失敗 

 アップグレードが正しく終了しなかった場合は、再試行するかどうかを問うダイアログボックスが

表示されます。再試行する場合は「Yes」ボタンをクリックしてください。「No」ボタンをクリックすると、

「Upgrade Failed」（アップグレード失敗）画面が表示されます。 

 

 ファームウェアアップグレードユーティリティーを終了する場合は「Cancel」（キャンセル）ボタン

をクリックしてください。リカバリー方法については次のセクションをご参照ください。 

 

ファームウェアアップグレードリカバリー 

 製品上のファームウェアが見つからなかったり、破損したりしている場合には、製品を起動した

り操作したりすることができなくなります。考えられる原因は下記の通りです。 

 

◆ ファームウェアアップグレードモード(p.50「FIRMWARE UPGRADE」参照)を起動したものの、

アップグレードをキャンセルした。 

◆ ファームウェアアップグレードを中断した。 

◆ ファームウェアアップグレードの手順を間違えた。 

◆ ユニットのファームウェアが何らかの理由で破損した。 

 

メインボードのファームウェアアップグレードリカバリー 

 ファームウェアアップグレードリカバリーは下記の手順で行ってください。 

 

1. 製品上のファームウェアアップグレードリカバリースイッチ(p.21 参照)をスライドさせて

「Recover」の位置に合わせてください。 

2. 「電源 OFF と再起動」(p.36 参照)のセクションに記載されている方法で製品を電源 OFF に

し、再起動してください。 

3. p.70 の「アップグレードの実行」に記載されている手順に従って、ファームウェアアップグレ

ードを行ってください。 

4. アップグレードが完了したら、製品の電源を切ってください。 

5. ファームウェアアップグレードリカバリースイッチをスライドさせて「Normal」の位置に戻してく

ださい。 

6. 製品に電源を入れてください。 

 

注意： 子機となるステーションがアップグレードに失敗した場合は、そのユニットを他のユニッ

トから切り離して単独でアップグレードを行ってください。その後アップグレードに成功

したら、元のデイジーチェーン接続の構成に戻すようにしてください。 
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コンピューターモジュールのファームウェアアップグレードリカバリー 

 コンピューターモジュールのファームウェアアップグレードリカバリーを行う場合は、下記の手

順に従って操作してください。 

 

1. 対象となるコンピューターモジュールのコネクターをコンピューターから外してください。 

2. ファームウェアアップグレードリカバリースイッチをスライドさせて「Recover」の位置に合わせ

てください。 

3. 手順 1 で取り外したコンピューターモジュールをもう一度コンピューターに取り付けてくださ

い。 

4. KVM スイッチのコンソールから、OSD(p.38 参照)を起動し、「F4 ADM」機能を選択してくだ

さい。 

5. 「FIRMWARE UPGRADE」の項目までスクロールし、[Enter]キーを押してください。 

6. [Y]キーを押してアップグレードモードを起動してください。 

7. p.70 の「アップグレードの実行」に記載されている手順に従って、ファームウェアアップグレ

ードを行ってください。 

8. アップグレードが完了し製品が再起動したら、対象となるコンピューターモジュールをコンピ

ューターから取り外し、ファームウェアアップグレードリカバリースイッチをスライドさせて

「Normal」の位置に戻してください。 

9. 手順 9 で取り外したコンピューターモジュールをもう一度コンピューターに取り付けてくださ

い。 
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付録 
 

製品仕様 

 

機能 KH1508A KH1516A KH1532A 

コンピューター接続数 

ダイレクト 8 16 32 

最大 256 (デイジーチェ

ーン接続) 

512 (デイジーチェ

ーン接続) 

1,024 (デイジーチ

ェーン接続) 

コンソール接続数 

ローカル 1 

コ ン ピ ュー タ ー

側対応インター

フェース 

キ ー ボ ー ド / マ ウ ス ： PS/2 、 USB(Win 、 Linux 、 Mac 、 Oracle 社

SPARC(Sun)）、シリアル 

コンソール側対

応 イ ン タ ー フ ェ

ース 

キーボード/マウス：PS/2、USB 

ポート選択 OSD、ホットキー、プッシュボタン 

コネクター 

KVM ポート キーボード/マウス/

モニター：RJ-45×8 

キーボード/マウス/

モニター：RJ-45×

16 

キーボード/マウス/

モニター：RJ-45×

32 

コンソールポート キーボード：USB タイプ A メス×1、ミニ DIN6 ピン メス×1 

マウス：USB タイプ A メス×1、ミニ DIN6 ピン メス×1 

モニター：D-Sub 15 ピン メス×1 

デイジーチェー

ンポート 

IN：DB-25 ピン メス×1 

OUT：DB-25 ピン オス×1 

ファームウェアア

ップグレード 

RJ-11×1 

電源 3 極 AC 電源ソケット（IEC 60320 C14）×1 

(表は次のページに続きます) 
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機能 KH1508A KH1516A KH1532A 

スイッチ 

ポート選択 プッシュボタン×8 プッシュボタン×16 プッシュボタン×32 

リセット ピンホール型スイッチ×1 

ファームウェアア

ップグレード 

スライドスイッチ×1 

電源 ロッカースイッチ×1 

LED 

オンライン グリーン×8 グリーン×16 グリーン×32 

選択 オレンジ×8 オレンジ×16 オレンジ×32 

電源 ブルー×1 

ステーション ID 2 桁 7 セグメントデジタル表示 

オレンジ×1 

エミュレーション 

キーボード/マウ

ス 

PS/2、USB 

スキャンインター

バル 

1～255 秒（ユーザー設定） 

電源仕様 AC 100～240V、50/60Hz、1A 

（日本仕様は PSE 対応 3P/100V 電源コードを同梱） 

消費電力 5.1W:32BTU 5.3W:33BTU 4.6W 

解像度 1,920×1,200@60Hz(30m)、 

1,600×1,200@60Hz(40m)、 

1,280×1,024@75Hz(50m) 

(コンピューターモジュール KA7xxx と併用した場合のみ対応） 

動作環境 

動作温度 0～40℃ 

保管温度 -20～60℃ 

湿度 0～80% RH、結露なきこと 

(表は次のページに続きます) 
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機能 KH1508A KH1516A KH1532A 

ケース 

ケース材料 メタル 

重量 2.65 kg ( 5.84 lb ) 2.67 kg ( 5.88 lb ) 2.81 kg ( 6.19 lb ) 

サイズ(W×D×

H) 

438×164×44 mm 

同梱品 電源ケーブル×1 

ファームウェアアップグレードケーブル×1 

クイックスタートガイド×1 

ラックマウントキット×1 

フットパッド(4pcs)×1 

対応 ATEN 製品 

コンピューターモ

ジュール 

《PS/2 モジュール》 

KA7120、KA7520、KA7920、KA9120、KA9520  

 

《USB モジュール》 

KA7170、KA7570、KA7970、KA7166※、KA7168※、KA7169※、 

KA9170、KA9570 

 

《Sun Legacy モジュール》 

KA7130、KA9130 

 

《シリアルモジュール》 

KA9140 

SUN システム専

用 モ ジ ュ ー ル 

(D-SUB15 ピ ン

+USB) 

KA7170 

MAC 用モジュー

ル 

KA7170、KA7570、KA7970 

デイジーチェー

ン用ケーブル 

2L-1700(0.6m) 、 2L-1701(1.8m) 、 2L-1703(3m) 、 2L-1705(5m) 、 2L-

1715(15m) 

(表は次のページに続きます) 
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機能 KH1508A KH1516A KH1532A 

注意 ※KH シリーズはバーチャルメディアおよび CAC リーダー機能に対応

していないため、これらの機能はご利用いただけません。 
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スイッチ台数と操作可能コンピューター台数の関連表 

 

下表は、KH1508A/KH1516A/KH1532Aの台数と、そのときに操作可能なコンピューターの台数

との関係を表しています。 

 

KH1508A 

No. Computers No. Computers No. Computers No. Computers 

1 1-8 9 65-72 17 129-136 25 193-200 

2 9-16 10 73-80 18 137-144 26 201-208 

3 17-24 11 81-88 19 145-152 27 209-216 

4 25-32 12 89-96 20 153-160 28 217-224 

5 33-40 13 97-104 21 161-168 29 225-232 

6 41-48 14 105-112 22 169-176 30 233-240 

7 49-56 15 113-120 23 177-184 31 241-248 

8 57-64 16 121-128 24 185-192 32 249-256 

 

 

KH1516A 

No. Computers No. Computers No. Computers No. Computers 

1 1-16 9 129-144 17 257-272 25 385-400 

2 17-32 10 145-160 18 273-288 26 401-416 

3 33-48 11 161-176 19 289-304 27 417-432 

4 49-64 12 177-192 20 305-320 28 433-448 

5 65-80 13 193-208 21 321-336 29 449-464 

6 81-96 14 209-224 22 337-352 30 465-480 

7 97-112 15 225-240 23 353-368 31 481-496 

8 113-128 16 241-256 24 369-384 32 497-512 
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KH1532A 

No. Computers No. Computers No. Computers No. Computers 

1 1-32 9 257-288 17 512-544 25 769-800 

2 33-64 10 289-320 18 545-576 26 801-832 

3 65-96 11 321-352 19 577-608 27 833-864 

4 97-128 12 353-384 20 609-640 28 865-896 

5 129-160 13 385-416 21 641-672 29 897-928 

6 161-192 14 417-448 22 673-704 30 929-960 

7 193-224 15 449-480 23 705-736 31 961-992 

8 225-256 16 481-512 24 737-768 32 993-1024 
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対応 KVM スイッチ 

 

 KH1508A/KH1516A/KH1532A には、下記の KVM スイッチをデイジーチェーン接続してお使

いいただけます。 

 

ACS1216A CS1708A/CS1716A 

CS1708i/CS1716i* 

KH1508A/KH1516A/KH1532A 

 

注意： CS1708i/CS1716i を KH1508A/KH1516A/KH1532A にデイジーチェーン接続して使

用する場合は、必ず、CS1708i/CS1716i がマスターステーションになるようにセットアッ

プしてください。 
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工場出荷時のデフォルト設定 

 

 OSD メニューの各項目の工場出荷時におけるデフォルト値は以下の通りです。 

 

設定 デフォルト値 

OSD Hotkey [Scroll Lock]キー2 度押し 

Port ID Display Position 左上 

Port ID Display Duration 3 秒 

Port ID Display Mode ポートナンバー + ポートネーム 

Scan Duration 5 秒 

Scan/Skip Mode すべて 

Screen Blanker OFF 

Hotkey Command Mode ON 

Hotkey [Num Lock] + [-] 

Logout Timeout OFF 

Beeper ON 

Accessible Ports 全ユーザーが全ポートに対して F (フルアクセス) 

Operation Mode 共有 

OSD Language 英語 

 

 

  



84 

 

 

アドミニストレーターでログインできない場合 

 

 ユーザーネームやパスワードを忘れた等の理由でアドミニストレーターとしてログインできない

場合は、下記の操作でログイン情報をクリアすることができます。 

 

1. KH1508A/KH1516A/KH1532A の電源を切り、ケースを外してください。 

 

2. 「J15」と記載されたジャンパーをショートさせてください。 

 

3. 本体に電源を入れてください。 

OSD にパスワード情報がクリアされたという内容のメッセージが表示されます。 

 

4. 本体の電源を切ってください。 

5. 「J15」のジャンパーキャップを取り外してください。 

6. ケースを取り付けて本体を再起動してください。 

 

 本体を再起動すると、デフォルトのユーザーネームとパスワード(p.38 参照)でログインできるよう

になります。 
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トラブルシューティング 

 

概要 

 操作上の問題は様々な理由によって起こります。問題が発生したら、まずケーブルが KVM ス

イッチおよびコンピューターの各ポートに正しく接続されていることを確認してください。 

 

 また、これらの問題はファームウェアのアップグレードの適用によって解決することがあります。

現在お使いのバージョンが最新でない場合は、最新版のファームウェアを適用することを推奨し

ます。詳細については p.68 の「ファームウェアアップグレードユーティリティ」をご参照ください。 

 

問題 解決方法 

マウスやキーボードからの入力にも

何も反応しない。 

マウスやキーボードを下記のいずれかの方法でリセット

する必要があります。 

 コンソールポートからマウスとキーボードのコネクター

を一旦外して接続し直してください。 

 ホットキー、またはフロントパネルのプッシュボタン

(p.21「ポート選択ボタン」参照)でキーボード・マウス

のリセットを実行してください。 

全ステーションの ID が「01」で表示さ

れる。 

 ステーション 1 が突然電力不足になった可能性が

あります。システムがステーションシーケンスを再度

初期化し、正しい ID を表示するまで数秒程度お待

ちください。 

 ステーション ID のリセットを実行してください。詳細

は p.49「RESET STATION IDS」をご参照ください。 

 デイジーチェーンケーブルを一旦外して接続しな

おしてください。 
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